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２２世紀に生きる君たちへ

書記　亀浦　正行　
　（熊本にし）

　司馬遼太郎が次代を担う若者へ贈った「21 世紀に
生きる君たちへ」の先の時代を生きる若者へメッセージ

ご あ い さ つ

　1956 年申年生まれ。人生 60 年、還暦を迎える。12
年を節目と考え、人生をふり返ってみる。
　0 歳：福岡県飯塚市に生まれる。４人きょうだいの末っ
子。上の兄姉からは、かわいがられたのか、いじられたの
か、卓袱台の上で無理やり立たされたそうだ。
　12 歳：西宮市内の小学校を卒業。自宅近くに酒造
会社（白鹿酒造）のグラウンドがあり、子供たちに開放さ
れていた（と思う）。春夏は野球、秋はサッカー、冬は木
箱置き場で基地づくりをして遊んだ。その後、中・高・大と
スポーツを続けた。
　24 歳：これまでの体力、健康と少しの知力を生かし
て教員となる。人の前に立つことで、自分を見つめ直し、
何を、どうすべきか、そのためには、何を学び、どう準備す
ればいいのか、学びの大切さを知る。
　ＹＭＣＡと出会ったことで、大きな影響を与えられる。
人生の上での仕事とは、「生業（なりわい）=自分のため」
と「奉仕＝人のため」、この二つのバランスが必要だとい
うことを学ぶ。
　36 歳：ワイズ入会１年前。自分は仕事でまだ力を出
しきれていないのではないか、と疑問を感じ始めていた
ころ、1994 年１月、神戸学園都市クラブに入会。組織と
してボランティアに取り組むことで、より大きな貢献ができ
ることに気づいた。
　48 歳：1995 年の阪神・淡路大震災以後、人生が
変わった。何か、ずっと走り続けてきたような感じがする。
若いころ鍛えた体がこわれた。再度トレーニングに励む
べく、46 歳から走り始めた。その時、ワイズの皆が応援し
てくれた。2010 年からの「折りづるラン」では、神戸から
広島へ、神戸から横浜へ、ワイズの絆が支えてくださった。
それからは、応援いただいた方々へのお礼の気持ちで
走り続けているような気がする。これは、健康あってのこ
とだ。体がよく動くものだと自分で驚いている。応援があ
るからこそ大きな力が出ることを、身をもって体験した。
　60 歳：そして、今年、西日本区次期理事を拝命。来
年は理事。身の引き締まる思いだ。これまで自分が健康

人生 60 年、
その後は、余生

次期理事　大野　勉　
（神戸ポート）

ミスターエクステンション
になるために

直前理事　遠藤　通寛　
（大阪泉北）

　西日本区第 20 期岩本 悟理事期の活動が始まりまし
た。昨年の区報第１号を開き、岩本理事（当時は次期理
事）の「ごあいさつ」を読み返してみました。タイトルは「エ
クステンションに情熱を捧げる男」とあります。ご自分の
活動の紹介に続き、西日本区第１期の佐々木宣夫（岡
山）理事期に５クラブが誕生したことにふれ、今期は各
部に於いてチャーターをする意気込みで頑張りましょう、
とあります。メンバー増強目標は 200 名ですから、９つの
クラブが誕生すれば目標に到達することが可能となりま
す。
　ミスターエクステンションになるためには、理事の目標
に沿った行動を取らなければなりません。過去のデータ
に依りますと、毎年 30 名程度の減少が続き、大変危機
的な傾向が続いております。前期に於いても同様の結果
となり、大変申しわけなく残念でなりません。各部におい
て最大の会員数を数えていたクラブもかなり人数が減
少しているように思われます。その中にはエクステンション
をされたために減少しているクラブもありましょう。
　岩本理事は明確な目標に向かっておられます。私た
ちは点けられた火を守り、絶やさないようにしなければな
りません。
　岩本理事をミスターエクステンションに ！

に、元気に過ごせたことに感謝の気持ちをもって、支えて
いただいた多くの方々に、何とかして恩返しをしていきた
い。「余生」はそのためにあると考えている。
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を手渡すために、私たちワイズメンは働いています。メッ
セージの中身はワイズメンのそれぞれの想いの色と輝き
がありますが、その光の照らす方向は一つです。一つひ
とつの光はほのかでも、集まれば 100 年先をくっきりと照
らし出します。
　人々は 1900 年代の初めより半ばまで力ずくの争いを
し、身近に噴き出たあまりの不条理に恐れおののき、そ
の責任の大きさに大いに戸惑いました。
　争うことの愚を身をもって知り、次代へのメッセージとし
たのですが、贈られた方はその想いをつなぎ留められず
にまたぞろ歩む方向を見失いつつあるのではと自らを危
惧します。
　地球人口は数年で 70 億人近くになり、50 年を待た
ずに100 億人を超えるのだとメディアは警告しています。
このままでは地球が生産する食物は人が食い尽くして、
人間どころか地球上の全ての連鎖が途切れて、生きと
し生きるものが破滅の危機にあるのだそうです。
　このように課題は示されていて、その問題解決に時間
の浪費は許されず、無駄な議論をしている場合では無
い。一人だけでは、一国だけでは解決できないことは自
明なのに、旧態のナショナリズムがあちこちで台頭するの
はどうしたものでしょう。
　一方、地球に意思があるなどとは言わないけれど、自
然災害で悲惨な状況がうまれても、そこから何とか乗り
越え、お互いが心を寄せ合うことの大切さ、素晴らしさを
教えてくれました。
　私たちワイズメンは、１世紀になろうとするその活動で
紡ぎ照らし出した灯が、人類のみならず、すべてもののあ
るべき方向に向いていることを知っています。
　政治と行政も問題の存在は充分に認識しています
が、先に述べたように横へ歩いたり引き返したりすること
を繰り返しています。あまりにも目先の効率功利を求めす
ぎて歩むべき方向を見失い、よろつくこともしばしばです。
　私たちワイズメンに示された本分の一つは「見返りを
求めない愛」「無署名性の愛」でしょう！
　そして、私たちが一つ望むのは「恩送り」です。もらっ
た恩を君たちへ贈る、そして君たちはもらった恩を次の
世代に送ってもらいたいという壮大な浪漫なのです。
　だからこそ、良質な贈り物を用意しなければなりませ
ん。時代を超えていぶし銀のように輝く良質なプレゼント
を！
　幾つになっても、戸惑った青い日のままの自らを、西日
本区書記の仕事を通して見つめる機会とします。  感謝

　今期岩本悟西日本区理事のもと、会計を務めさせて
いただきます。
　１年前、岩本悟西日本区次期理事の訪問を受けまし
た。わざわざ八代まで足を運ばれるのには、重大な何か
があると予想はできました。「西日本区会計を」と言われ、
予期せぬ出来事に気が遠くなり、また大変な役割を担う
と思うと、引き受けるべきか、私で良いのだろうかと悩み
ながらも、与えられた役割を頂くことにしました。この時、
次期に向けての会議・研修会は始まっていましたし、出
遅れた分、会計としての心構え・その役割・業務を学び
展開していく過程で、果たして足並みが揃うのは何時に
なるのだろうか等々、考えたものです。
　その後役員会で承認を頂き、次期会計として財務委
員会の委員として、心の準備もさることながら、10 月開催
の第３回財務委員会から役割が始まりました。
　財務委員会は常置委員会の一つとして位置付けら
れ、運営は財務委員会規則によって方向づけられてい
ます。第２条に委員会の目的として「西日本区の財務問
題について協議し、その基盤強化と、より効率的な資金
運営をはかること」となっています。
　財務委員会の委員としての主な活動内容は、定期的
に集まり、入金・出金を伝票によってチェックする作業に
始まり、現金残高、通帳の照合を行い、当日までのお金
の動きを確認するとともに、事務所職員と情報を共有す
ることです。この時期の役割は、財務委員会の議事録
を作成し委員長に提出する事でした。これは慣例として
次期会計が担当することになっているからです。
　そして西日本区会計として、2016 年７月から2017 年
６月までの１年間の役割です。ワイズメンの活動が円滑
にかつ充実したものになること、理事ゴールが達成できる
よう、皆様のご協力をお願いいたします。私も西日本区の
会計として精一杯努力していきます。ワイズの活動が行
われる為には、財政基盤を安定させることが必要です。
財政の健全化・安定化には会員数を増やすことが大事
で、しかも効果があります。EMC 事業への積極的な取り
組みをお願いします。
　また会計として、各事業が円滑に進むように、また献金

西日本区会計の
就任にあたり

会計　森　律子　
（八代）
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躍動感のある
西日本区に！

財政監事 　高瀬　稔彦　
（岩国みなみ）

　岩本悟西日本区理事（熊本にし）による第 20 期の西日
本区理事活動がいよいよスタートしました。地元・熊本にお
ける地震被災への対応を抱える中ではありますが、しっか
りとスタートされました。
　岩本理事は、その理事活動の主題を「ワイズ魂で　更
なるワイズの活性化を！」とし、副題を「定例会の充実と　
活発な奉仕活動でメンバー倍増！」としておられます。
　私たちのワイズメンズ運動は、ＹＭＣＡや地域社会・国
際社会への奉仕活動を通じて自己研鑽の機会と交流の
喜びを得ることに大きな意義があり、社会的必要性もある
と思います。また、自分自身はもちろん、周りの人たちをも勇
気付け励ます大きな働きをもしていると思います。そして、
次世代を担う人 を々も励まし続ける貴重な活動であり、こ
れを次世代につなげてゆかなければなりません。
　ワイズメンズ運動は、ワイズメン一人ひとりがそれぞれの
持つ力を発揮してワイズ活動に励む、これにワイズの仲間
が響き合い、ともに歩むとき、その力が大きく増し広がってゆ
くとともに、ワイズメンズ運動の根幹をなすワイズスピリットを
次世代につなげてゆくことができます。
　冒頭で紹介しました岩本理事の理事活動の主題・副
題は、ワイズメンズ運動のこのような働きを強めるとともに、
永続性のあるものとすることにつながるものであり、これを
実現するための具体的活動をお述べになったものであり
ましょう。
　今期は、「ワイズ魂で　更なるワイズの活性化を！」の言

葉をいつもこころに置き、「定例会の充実と　活発な奉仕
活動でメンバー倍増！」の言葉をいつも念頭に置いて、ワイ
ズメンズ運動を豊かに展開しましょう。
　今期、私たち日本のワイズメンは、日本区が東西に分か
れて20 年目を迎えます。これを記念して、2017 年 2月4日

（土）～ 5日（日）に、東山荘（日本ＹＭＣＡ同盟国際青少
年センター）において、第２回東西日本区交流会が開催さ
れます。この集まりに出席して、東日本区の友と豊かな交
流の場を持ち、東西日本区におけるワイズメンズ運動の豊
かな展開をともに祈念しましょう。

　先日開催された第 19 回西日本区大会の理事・役員
引継式において浅岡徹夫財政監事が西日本区役員会
を卒業されるセレモニーで、わたしは思わず熱いものが
こみあげて前が見えなくなりました。
　若輩者のわたしが、これまで務めを果たしてこられまし
たのは、ひとえに浅岡徹夫ワイズのおかげです。
　私自身が判断を求められて迷った時は、いつもお電話
して相談にのっていただきました。
　厳しい意見をおっしゃるときも　穏やかにゆっくりとした
口調でおっしゃっていただいて、すっと受け入れることが
できました。
　西日本区役員会における監事講評でも浅岡徹夫ワイ
ズは、さまざまなことに目を落とされて、いつもニュートラル
な意見を述べられ、よりよい方向へと導かれました。
　人生経験そのものが違う訳ですから、全く同じような
真似はできないとわかっていながら、その責任感に押し
つぶされそうになる今日この頃です。
　さて、わたしは次期における次期理事として、皆様に
迎えられてから6 年目を迎えました。
　わたし自身が理事だった時期も踏まえて、現在のワイ
ズメンズクラブ西日本区を見た時に感じることは、組織も
クラブも運動体としても硬直感が強くなった気がします。
かくいうわたし自身も、理事だった時と比べて、考え方が
保守的になったと感じています。
　財政監事の抱負として、惰性ではいけませんが、新し
いことに挑戦する、進取の気風に富んだ運営を心掛け

ワイズメンズ運動の
豊かな展開を

行政監事　松本　武彦　
（大阪西）

目標が達成できるように努めていきます。東日本大震災
から５年、４月には熊本地震が発生し、西日本区はもとよ
り、東日本区や海外からもご支援をいただいています。
復興支援も継続して取り組んでいきます。
　財政監事の監査・指導を仰ぎながら、皆様からお預
かりした会費や献金の適切な運用と有効活用に努めま
す。
　西日本区事務所と協働して透明性を維持しながら、
正確で迅速な会計の役割を果たしていきたいと願って
います。
　皆様のご支援をお願い申し上げます。
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たいと思っています。
　こんな若輩者に成長のステージを用意していただい
た皆様のご厚意に応えるべく、西日本区役員として最後

の一年を皆様のご期待に応えられる一年間にします。
ひきつづきのご支援と友情を賜りますよう、お願い申し上
げます。

　親愛なる西日本区のワイズメン、ワイズメネット、ワイズ
ユースの皆様
　クラブの新年度が始まるのにあたって、「西日本区報」
を通じて皆様に心からご挨拶を申し上げることが出来ま
す事を嬉しく思います。
　区・部・クラブレベルで新しいリーダーがそれぞれの役
職についた今こそ、新年度の野心的な目的や計画を達
成する為に尽力する好機なのです。全ての会員とクラブ
に対してこれらの目標に向かって協調的かつ精力的に
努力されますよう奨励いたします。
　2016-2017 年度の国際会長として選んだ主題は「私
たちの未来は、今日より始まる」、スローガンは「手を取り
合えば、もっと多くのことができる」です。今から我々の運
動の核となる以下の価値基準に重点を置いて協調的
に努力すれば、我々の国際的運動は大きく前進すると
確信しています。
＊YMCAを支援する
＊地域社会の助けを必要としている人々に奉仕する
＊国際プログラムを通じて世界中の他者に援助を行う
　私は、西日本区が成長を続け、他者への奉仕という目
標に向かって我々の運動を前進させる上で大きな役割
を果たされると信じています。
　新しい年度が豊かで実りある一年になりますよう祈念
しております。

ワイズの心を込めて 敬具

豊かで実りある一年を

2016-2017 年度国際会長
　ジュアン ・ ウイルソン（カナダ）

ワイズメンズクラブ国際協会からワイズメンズクラブ国際協会から

　親愛なる全てのワイズメン、メネットの皆様、７月１日か
ら私がアジア地域会長に就任することに伴って、日本の
全てのワイズの会員の皆様に心からの祝辞をお届けす
る時がまいりました。
　日本のワイズメンはワイズ運動において常に極めて献
身的な役割を果たされ、その業績は際立っています。西
日本区岩本悟理事の指導の下で日本のワイズ運動が
引き続き実り豊かな成果を残されることを心より願ってい
ます。
　私は 2016-2017 年度のアジア地域会長の職を奉じ
るにあたって、主題として「ワイズ運動を尊重しよう」を選
びました。ポール・ウイリアム・アレキサンダー司法官がワイ
ズメンズクラブを創設した当初、彼はワイズメンの組織を
奉仕クラブとして定義しましたが、YMCA 内においても
それが我々の遵守する特徴の一つでした。私のスロー
ガンは「よりよい世界のために、ワイズメン・ファミリーの絆
を強めよう」です。ワイズメンズクラブに入会すると家族、
友情、責任について学びます。真の学びはより大きな責
任について理解し実行することで生まれます。その結果
としてあなたの行動に質的変化が起こり、人生の新しい
ビジョンを得る為の希望と情熱が生まれます。
　私のミッションの第一は会員数の維持と新クラブの設
立です。第二のミッションは全国のワイズメンに「自然災
害緊急救済基金」「ロールバック・マラリア」「2022 年に
向けて」などのミッションを支援するよう奨励します。
　日本のワイズ運動が素晴らしい成果を上げることを繰
り返し心より願っております。

ワイズの心を込めて 敬具

〔注〕「アジア地域会長」は７月中旬（原稿受理）時点の肩書。アジア地域
　　と南太平洋地域の統合により、８月からは「アジア太平洋地域会長」
　　となります。

素晴らしい成果を願う

2016-2017 年度アジア地域会長
　チュン ・ ミンシャオ（台湾）
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　西日本区のみなさま、こんにちは。東日本区理事として
ごあいさつできることを大変光栄に存じます。
　まず熊本地震で被災されたみなさまに心からのお見
舞いを申し上げます。また迅速かつ精力的に支援活動
に取り組まれている、西日本区ワイズのみなさまの「ワイ
ズ魂」に称賛と深甚の敬意を表します。どうか、一日も早
い復興がなりますようにお祈りする次第です。
　さて、東西日本区において、会員増強、クラブのエクス
テンションが喫緊の課題となっております。岩本悟西日本
区理事（熊本にし）は主題を「ワイズ魂で　更なるワイズ
の活性化を！」と掲げ、副題を「定例会の充実と　活発
な奉仕活動でメンバー倍増！」として取り組んでおられま
す。そのために、一つの方策として、特別委員会を立ち
上げ目標達成を目指すと伺っております。東日本区でも、
部の活性化や YMCAとの協力関係の強化などを通し
て、何とか 1,000 名の大台に会員数をのせようと日々努

西日本区の
「ワイズ魂」に期待

東日本区理事　利根川 恵子　
（川越）

　2016-17 年度がすでにスタートしていますが、この区
報を読まれるころには台北での第 72 回国際大会が閉
幕している頃かと思います。
　今期の岩本悟西日本区理事の主題には勇気づけら
れます。それはワイズ魂という言葉を含んでいるからだけ
ではなく、ワイズの原点は奉仕活動であり、ＹＭＣＡとの
協働を含む地域活動の現場であり、それを欠かせば国
際事業への支援もなりたたないからです。
　今回の熊本地震におきまして、全国のＹＭＣＡとワイ

今期の西日本区に注目

国際書記長　西村　隆夫　
（東京センテニアル）

力しているところです。
　くしくも、今年は東西日本区に分かれて 20 周年の記
念の年となります。また国際レベルでは、南太平洋地域
がオーストラリア地区となってアジア地域に合流し、来る
８月４日には「アジア太平洋地域」が誕生いたします。こ
のようなワイズダムの歴史上一つの節目の年に、岩本理
事ともども日本のワイズを束ね、ともに今後の発展を模索
する機会を与えられましたことに、責任の重さを感じてお
ります。
　と同時に、2017 年 2 月４日（土）～ 5日（日）に東山荘
で開催される予定の「第２回東西日本区交流会」は、日
本中のワイズメンズクラブに連なる人々が一堂に会し、今
までのワイズダム、これからのワイズダムを真剣に考える
またとない機会となることと存じます。この時こそ、どうか
西日本区の「ワイズ魂」をもって、東日本区に多大な刺激
を与えていただきますように期待しております。
　いずれにいたしましても、東西日本区のワイズがともに
支え合い、知恵と経験を分かち合って、日本のワイズダム
の発展に一つなりともマイルストーンを築く年となりますよ
うに、西日本区のみなさまのご支援・ご協力をどうぞよろし
くお願いいたします。

ズが地元での支援・奉仕活動を展開されている事は、ワ
イズ魂をかかげて行動に移せる西日本区のリーダーとメ
ンバーの賜物だと確信しております。ＹＭＣＡというパート
ナーを持つ、世界でもまれな国際奉仕クラブは、お互い
が例会やプログラムを通じてそのスピリット（魂）を感じな
がら、地域のニーズに対応できる事業にとりくむならば、
我々の仲間はかならずや増えると思います。
　国際議会も、若手議員を２名ふくむ 15 名と６名の国
際議員を削減し、効率化を進めています。国際本部もこ
の夏から効率化と費用削減の為にチェンマイＹＭＣＡ
にサテライト事務所を開設します。今後、アジア太平洋
地域の新エリアとして、区・部の運営の効率化と機能向
上を重視していく必要があります。
　今期の西日本区に注目したいと思います。

ワイズリー

東日本区理事から東日本区理事から
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日本YMCA同盟から日本YMCA同盟から

『ポジティブネット』のある
豊かな社会を創る

日本ＹＭＣＡ同盟総主事　島田  茂　
（東京サンライズ）

　日頃、ユース育成、東山荘 100 年募金、東日本大震災
募金、そして、熊本地震のＹＭＣＡ被災者支援募金にご
支援を賜り、心より感謝申し上げます。
　さて、６月に開催された第５回同盟協議会では、中期
計画の目玉となるブランディングを進めるための「ＹＭＣ
Ａブランドコンセプト」が発表されました。このコンセプ
トは、全国の若手スタッフで構成されているブランディン
グ広報戦略タスクチームがブランディング専門会社「グ
ラムコ」との協働で作成し、全国ＹＭＣＡ 1 万 1 千人以
上のイメージ調査、4,000人の外部調査、そして、トップイ
ンタビュー、企業調査、全国ＹＭＣＡで開催されたワーク
ショップを経て、協議を重ね作成されました。決定したＹ
ＭＣＡブランドコンセプトは、ＹＭＣＡの理念や姿を顧客
視点に立ち未来志向で表現したものです。発表されたＹ
ＭＣＡブランドコンセプトは、以下のとおりです。
　私たち日本のＹＭＣＡは、「したい何かがみつかり、
誰かとつながる。私がよくなる、かけがえのない場所。」
を提供し、「互いを認め合い、高め合う、『ポジティブネッ
ト』のある豊かな社会を創る。」ことを目標とする、「心
をひらき、わかち合う。前向きで、まわりを惹きつける魅
力を持つ。」ブランドです。
　今後、全国 3 か所でこのコンセプトが発表され、これ
に基づいて、スローガン、ブランドを可視化するＶＩデザ
イン、そして、ブランドガイドラインが作成されます。
　この計画を実現し、同時に、日本ＹＭＣＡ同盟の重点
課題である震災支援・国際協力・ユースファンド・東山荘
再開発などの活動を継続するためには、ワイズの方々の
ご協力が不可欠です。新たな一年間も岩本悟西日本区
理事を中心とする新キャビネットのリーダーシップのもと、
ワイズとＹＭＣＡとの強い連帯によって次世代を担う青
少年の全人的な育成のために皆様の更なるご支援を賜
りますようお願い申し上げます。

　2016 年４月より前任の山根一毅にかわり西日本区連
絡主事を担当させていただく事となりました、日本ＹＭＣ
Ａ同盟スタッフの有田征彦（ありた ゆきひこ）と申します。
　ワイズメンズクラブ西日本区の皆様の日頃からのご支
援、そして協働によって、ＹＭＣＡの多くの働きがより大き
な力を社会で発揮できていることに、心より感謝いたし
ます。普段は、東京の日本ＹＭＣＡ同盟の事務所で仕事
をしていますので、役員の方 を々はじめ皆様にはなかな
かお会いするチャンスがないのですが、共にＹＭＣＡ運
動に取り組む一員として、西日本区のＹＭＣＡを代表して
今後のワイズとＹＭＣＡの協働について連絡主事として
の役割を担っていければと思います。これからの1年、
よろしくお願いいたします。

　さて、私が日本ＹＭＣＡ同盟に席を置くこととなった４
月まもなく、熊本地震が発生いたしました。熊本ＹＭＣＡ
の14 の拠点は建物の損壊やライフラインに大きな被害
を受け、スタッフの約半数が被災しました。それに加え、
熊本ＹＭＣＡが指定管理を受け運営していた益城町総
合体育館、御船町スポーツセンターは避難所となり、熊
本ＹＭＣＡは明確な契約もないまま避難所運営を強いら
れる事になりました。ＹＭＣＡは、阪神・淡路大震災や東
日本大震災の経験から災害時の様 な々ノウハウを持って
いましたが、大規模避難所運営は初めての経験でした。
そんな熊本ＹＭＣＡの窮地を救ったのは、余震が続く中、
駆け付けた全国のＹＭＣＡの支援スタッフとワイズメンズ
クラブの皆さんでした。
　地震発生から私は、その役割上、東京・四ツ谷の日本
ＹＭＣＡ同盟事務所にて、全国ＹＭＣＡからの派遣ス
タッフの調整や現地の状況の情報収集、支援物資の調
達・運搬などの後方支援に奔走していました。その中で、
現地の情報や写真などからワイズメンズクラブの皆様の
献身的なお働きやお支えを毎日のように目にしてきまし
た。時にはＹＭＣＡの会館で、時には益城避難所で、そ

熊本に寄り添う1 年に

日本 YMCA 同盟連絡主事　
有田　征彦　
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して時には阿蘇ＹＭＣＡで。苦しい中でも笑顔で前を向
いて奔走される、そのご活動やお支えに涙の出る想いで
した。
　しかし、時間の経過につれ、その報道は日ごとに減り、
ボランティアの数もゴールデンウィークをピークに減少し
ています。避難所からは行政のスタッフも撤退を始める
中、ＹＭＣＡの活動は益 そ々の重要性を増しています。私
たちは、長期化する支援活動の中で、決して風化をさせ
ないで今後も活動してまいります。
　2016-2017 年度の西日本区理事が熊本にしクラブの岩

事 業 主 任 の 活 動 方 針

愛と奉仕の精神を
全てのユースへ！
　

Yサ・ユース事業主任　堤　弘雄
　（熊本）

　今回の熊本地震では皆様からお祈りと多くのご支援
をいただきました。
　被災者支援では、熊本ＹＭＣＡは避難所の運営やボ
ランティアのコーディネート等に関して、まさに愛と奉仕の
業の実践でありました。その熊本ＹＭＣＡを全国のワイズ
が支えるという、ある意味で「ＹＭＣＡサービス」が実践
されているように思います。そして、各地から支援活動に
派遣されたユースが愛と奉仕の精神を学ぶ機会ともなり
ました。感謝いたします。
　さて、今期の事業主任の主題「愛と奉仕の精神を全
てのユースへ！」をスローガンとして、次の２つの方針を
挙げさせていただきました。

（１）ＹＭＣＡの働きを支えましょう!
　世界や日本の中で、紛争や災害、貧困、暴力、家
庭環境などにより支援を必要とする人々や弱められた
人々に、愛と奉仕の精神をもって仕えていくＹＭＣＡの
働きをご一緒に支えて参りましょう！

（２）ユースを育てましょう！
　ワイズやＹＭＣＡの活動にユースを参加させること
を通して愛と奉仕の精神を学ぶ機会を提供しましょう!
また、国内外の国際プログラムに参加する機会を提
供することにより、国境を越えても友情が存在すること
をできる限り多くのユースに体験的に学んで欲しいと

思います。平和を創り出すこと、人を育てることに力を
注ぎましょう!

　皆様のＹＭＣＡサービス・ユース献金（１人当たり2,000
円）は、次のような明日を担う人材育成に活用されます！ 
このファンドを皆様もご活用ください！
・ クラブ・部とＹＭＣＡの協働プログラム
・ ユース事業の継続支援
　ＹＭＣＡ同盟や各地のＹＭＣＡで計画されるユース育
　成プログラム

・ 国際ＡＳＦへの献金
・ 西日本区と日本ＹＭＣＡ同盟のＹＭＣＡサービス関連
　協働プログラム

・ 区の行事として実施されるＹＹ（Ｙ）フォーラム
・ ユースコンボケーションへの参加支援
・ アジア地域のユースとの交流と連携を図り、支援を必
　要とする人 と々出会うためのユースの海外・国内派遣
　助成

開催されました！
西中国部ＹＹフォーラム（７月２日・広島ＹＭＣＡ）
　2016-2017 年度西中国部の第 1 回評議会、ＥＭＣシ
ンポジウムと同時にＹＹフォーラムが開催されました。

本 悟ワイズであることも、何か運命めいたものを感じて
しまいます。この1年、岩本理事のリーダーシップのもと、
ワイズとＹＭＣＡの協働の力と繋がりを更に深いものと
して、常に熊本に心を寄り添わせて行きたいと思います。
「ワイズ魂」で、地域社会を元気に明るく豊かにしていき
ましょう！という岩本理事の方針に沿って、ＹＭＣＡも「魂
（愛と奉仕の精神）」で地域社会をより良いものにでき
るようワイズと共に歩んでまいります。
　どうぞよろしくお願いいたします。
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　テーマは「ワイズとＹＭＣＡの魅力とは」「ワイズとＹＭ
ＣＡとの関わり」でした。

瀬戸山陰部ＹＭＣＡサービス・ユース事業
（７月９日・姫路ＹＭＣＡ）
　リーダーと共に姫路ＹＭＣＡ太子教育キャンプ場を整
備しました。

　コリント人への手紙第二 ９章６～７節には次のみこと
ばが書かれています。
　「少しだけ蒔く者は、少しだけ刈り取り、豊かに蒔く者は、
豊かに刈り取ります。ひとりひとり、いやいやながらでなく、
強いられてでもなく、心で決めたとおりにしなさい。神は喜
んで与える人を愛してくださいます。」
　ワイズメンズクラブの地域奉仕・環境事業においては、
ＣＳ献金、ＴＯＦ献金、ＦＦ献金、ロールバックマラリア献
金を行っています。国際憲法第２条　綱領と目的の第１
項には、「イエス・キリストの教えに基づき、相互理解と敬
愛の思いに結ばれて」･･･とあります。まさに献金は、一
人のワイズメンとして、社会貢献、地域貢献に取り組ん
でいく一つの教えではないかと思います。
　私たちが、諸先輩から受け継いできた「強い義務感
を持とう　義務はすべての権利に伴う」（国際憲法第１
条）という精神は、この献金の目標を一人一人が達成に
向けて取り組む事からはじまるかもしれません。無理をせ
ず、「少しだけ蒔く者は、少しだけ刈り取り、豊かに蒔く者

自ら機会を創り出し、
機会によって自らを変えよう

地域奉仕・環境事業主任　
福島　貴志　
（熊本スピリット）

は、豊かに刈り取ります。」だと思います。この１年間の目
標として、毎月、少しずつ、献金に取り組んで頂ければと
思います。
　使徒 20 章 35 節に「受けるよりも与えるほうが幸いで
ある」とあります。私たちは、ワイズメンズクラブ国際協会
という団体と巡り合う事で、このような生き方（ワイズライフ）
を味わい、幸せを味わう事の楽しさをたくさんのワイズメ
ンと一緒に喜ぶことができます。共に、この喜びを分かち
合いましょう。
　さて、４月 14日、16日に起きた熊本地震から7 月で 3
か月の月日が経ちました。未だ 4,000 名を超える方々が
避難所生活を強いられています。その多くの方は高齢
者であり、障がい者です。益城町体育館避難所、御船
町スポーツセンター避難所は、熊本ＹＭＣＡが体育館の
指定管理を受けており、現場で避難所の方々に寄り添
う活動を行っています。
　そのような中、いち早く支援に動いて頂きましたワイズ
メンズクラブの活動に感謝申し上げます。避難所から仮
設住宅へ今後移行していく中で、まだまだ、多くの支援
活動が必要です。今期の活動に、各クラブにおいて、熊
本地震復興支援活動についてご検討頂ければと思い
ます。そして、継続して支援を行っている東日本大震災
復興支援活動についても一緒に取り組んでいきましょう。
　そして、2022 年のワイズ 100 年に向けて、各クラブの
地域奉仕を見直す機会を持って頂きたいと思います。
事業を評価し、更に効果のある活動について考える機
会を 2022 年に向けて共に考える事ができればと思いま
す。また、時代の変革と共に新しい事業への挑戦を、ク
ラブ内で協議しておられるクラブもあると思います。是非、
部、西日本区全体で共有して頂き、ＣＳ事業として、ＣＳ
基金を使って頂く事でその活動が大きく広がればと感じ
ている次第です。
　どうぞ、１年間よろしくお願いします。

ワイズ魂でメンバー増強 ！

EMC 事業主任　山藤　哉　
（京都グローバル）

　今期ＥＭＣ事業主任をお引き受けする事になりまし
た京都グローバルクラブ山藤哉（さんとう はじめ）です。1
年間どうぞよろしくお願い致します。
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　今期の事業主題は「ワイズ魂でメンバー増強！ 行
動するのは今！！」と致しました。岩本悟西日本区理事
が掲げておられる「愛と奉仕の精神」＝ワイズ魂でメン
バー増強としました。そして３年後・５年後・10 年後に各
クラブがどの様になっているのか、又、どの様になりた
いのかをメンバー１人１人が考えてクラブ設計をして頂
きたいと思い、行動するのは今！！ と続けました。

事業方針
①ＥＭＣ事業活動を継続的・長期的に蓄積していく為
　の活動を推進する。

　2022 年のワイズ 100 周年に向けて目標を持って
各クラブ、又各部に合った計画を行い、長期的に継
続活動する様考えます。2022 年に西日本区で 100
クラブ、メンバー 2,022 人にしようという目標です。後
6 年です。

② 100％出席を目指し魅力ある充実した例会運営を
　図る。

　メンバー間での多彩な親睦が図れ、満足できる楽
しく充実した例会を行う。ゲスト・ビジターが多数参加
できる例会作りを行う。
　クラブによって呼び方はかわりますが（２Ｖ例会や
プラスワン例会、オープン例会）、やはり活気溢れる
例会作りを行い、ゲストに多数参加してもらう工夫を
考えてはどうでしょう？ クラブ間で合同例会等を行う
とか、同好会活動にゲストを誘うとか、各クラブに合っ
た例会を考えて下さい。

③入会候補者への事前オリエンテーションおよび入会
　歴の浅いメンバーへのオリエンテーションの実施。

　ワイズ及びクラブの魅力・楽しさ・活動等を理解し
て頂き新しいメンバーの成長と親睦を図り、新しいメ
ンバー候補を誘ってもらえる様にする。楽しさ・魅力・
活動が分かれば新しいメンバーもゲスト等を誘えると
思います。

④青年会員の獲得増強。
　やはり若い力が大切だと思います。事業計画にも
有りますが、ユース・リーダー・ＹＭＣＡスタッフ等から
の誘致、紹介をしてもらう。そして、コメット達へのアプ
ローチなどを行い、例会に参加してもらい、意見やア
ドバイス等を受け、いかにすれば若いメンバーに楽
しんでもらえるか、入会してもらえるかということを考
えてみてはどうでしょう？

⑤各クラブ・各部が高い目標を掲げ達成できるよう意識

　する。
　目標は来年度期首 200 名増強と新クラブ設立５
クラブ。エクステンションはもう既に京都部の舞鶴で
６月 19 日に設立総会も終わっています。後は９月 11
日のチャーターナイトを残すのみです。又、各部長さ
んの活動計画を拝見してもメンバー増強・退会防止
をうたっておられます。決して無理な数字では無いと
思います。岩本理事もおっしゃています。鐘は大きく
叩かないと大きく響きません。目標も高く掲げましょう！ 
高い目標によって意識改革が起こります。夢は大きく
目標高くで頑張ってまいります。

事業計画
①各部のＥＭＣ推進チームと協力しＥＭＣシンポジウム
　などの開催。
　　各部でシンポジウム又クラブオリエンテーションを
　是非実施して下さい。
②クラブ内のメンバー及びメンバー候補者等との親睦
　等の推進。

　クラブ内で同好会等を作ってみてはどうでしょう？ 
グルメ・ゴルフ・野球・カラオケ・将棋等です。そういう
同好会等で多数のメンバーと活動し親睦を深めてい
く事で又違った考え、意見も出てきて自己研鑽に繋
がるのでは無いでしょうか？ きっと、又新しいメンバー
候補を増やしてくれると思います。

③ユース（リーダー）・ＹＭＣＡスタッフ等からのワイズの
　誘致の推進。

　ＹＭＣＡスタッフ、生徒の父兄へのアプローチ、又、
ユース・リーダー・ОＢ・ОＧへのアプローチ等、ワイ
ズの危機を感じて頂いて、ワイズ有ってのＹＭＣＡ、
ＹＭＣＡ有ってのワイズと言う様に、ウイン ･ ウインで
考えて頂ければと思います。そうすることで絆は更に
強く太くなると思います。

　最後になりますが ､ メンバー１人１人がＥＭＣについ
て、「超変革」とは言いませんが ､「ちょこっと変革」し
て頂けることで何かが変わると思います。今一度考え
て見てはどうでしょう？ 皆様のご協力をよろしくお願い
致します。
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Let’s ～
サァー、やりましょう ！

国際・交流事業主任　森田 美都子　
　　　　　　　　　　　 （京都パレス）

　かつて外資系トラベルエージェントに勤務していた私
は、「世界に国境はなし。ワールドワイドな世界観を常に
追って行く人生はいずこに！」とは少しカッコよく言い過ぎ
で、実はただの国外逃避＆海外旅行大好き人間に他な
りませんでした。
　約 16 年前に Y’s メンズクラブに入会した時から、数
ある事業の中で強く魅かれたのが交流事業委員会で
した。こんなにも国内外問わずワイズメンと呼ばれる仲
間と目的を一にしながら楽しい交流が味わえる組織に
参加できたことが嬉しくて楽しくて、時・所構わず交流事
業大傾倒派を自負する、ご満悦メンバーの一人でした。
　そして、西日本区 20 周年の節目にあたる今期に際し、
僭越ながら国際・交流事業主任を拝命した私が、今ま
でのただ楽しむだけの存在を戒められ、この大役への
一抹の不安と迫りくる緊張を強く感じながら、このペンを
とっている次第です。
　「Ｙ’ｓあまたの役員はその役職を精一杯勉強努力し
邁進すべき。出来ざる者はその役になんら値せずと考え
行動せよ ！」
　これは、期のはじめに「役を受けるべきでしょうか」と
助言を仰いだ大先輩からの叱咤激励文言洗礼です。
厳しい言葉ではありますが、役職に就かせていただく者
としてしっかと胸に刻み、精進する所存です。
　昨年、16 年ぶりに開催された「第 26 回アジア地域
大会」の実行委員長を不肖私が司った経験からか、「ダ
イジョウブでしょ」などと軽口で言い放たれる部分とは大
違い、全く別バージョンのビジョン、方針、行動計画と幅
広く西日本区の 1 年間にわたる事業として、また次世代
への橋渡しとして、これからは真摯に取り組んで行かな
ければなりません。
　掲げたテーマは次のとおりです。

“Ｌｅｔ’ｓ Ｆｅｅｌ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ， Let’ｓ Ｃｏｎｎｅｃｔ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ， 
ｔｈｒｏｕｇｈ Ｙ’ｓｌｙ Ｆｅｌｌｏｗｓｈｉｐ！”
　ワイズ活動を通じてもっと世界と繋がりましょう! もっと
　世界を感じましょう！ 
Ｔｈｅ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ ｏｆ Ｙ’ｓ Ｍｅｎ’ｓ Ｃｌｕｂ
　我々は国際協会の一員です。

　「もううちのクラブはこれ以上ＩＢＣやＤＢＣなどとつき合
いを広める必要はない」「仲良しクラブは心地よい。言
葉や習慣の違いに神経つかっても……」とか、触れても
いない、握手もしていない、交流する以前にシャットアウト
するのはやめましょう。もったいないです。素晴らしい交
流が Y’s の醍醐味です。
　今期の活動計画の一つに「お見合いコーナー」をＷ
ｅｂ上に常置します。よりＩＢＣ・ＤＢＣ仲間が見つけやすく
なります。覗いてください。ちょっとノックしてください。いつ
でもお手伝いの準備はできています。期初には「台湾国
際大会」が開催され、交流活動は無限に広がることを
期待しています。
　また、今期のトピックスとして、日本区が東西に分かれ
て 20 年目であり、2017 年２月４～５日にかけて「第 2 回
東西日本区交流会」が大々的に繰り広げられることが
決定しています。日本の真ん中に位置し、新しくなったＹ
ＭＣＡ国際青少年センター東山荘で、日本が誇る世界
遺産Ｍｔ. 富士をバックに、大いに日本中のメンバーが交
流を満喫しましょう。是非こぞってご参加ください。
　これまでのファンド事業と交流事業を吸収合体させた
上に国際の文字がつく変革が行われ、「国際・交流事
業委員会」の命名をうけて今期で３期目です。まだまだ
確立途上である点も鑑みつつ「ＢＦ・ＥＦ」などファンド事
業への深い理解を得るよう殊更の勉強もかさねて、川本
龍資元事業主任、中井信一直前事業主任を含む諸先
輩のアドバイスを取り入れながら、事業計画を推し進め
ていく所存です。
　西日本区定款第２条　目的・モットーには「区内各ク
ラブが国際憲法の精神に基づき、（中略）力を合わせ
国際協会の綱領と目的の達成を目指すとともに、この運
動を広く西日本区内に拡張するために協力することにあ
る。」「各クラブの協調を図り、研鑽する機会を提供する
とともに、（中略）国際協会の各組織と協力することによっ
て、よりよい世界の実現のために努力する。」とあります。
　こういったワイズスピリットを次の世代へ伝えるべく、区
の情報伝達活動を通じて区・部内、各クラブの活動に
益するとともに、その活動を側面から励ます熱意あるファ
ン応援団として協力一致体制で臨んでいけたらと強く
願います。
　掲げたテーマの如く“もっと触れ合い、もっと感じ合い”
ワイズ交流を楽しんでいく1 年になるよう、なにとぞ皆様
のご協力を伏してお願い申し上げます。
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前に向かって！！
　一緒に進もう仲間とともに！
　自分のペースで始めてみよう！

メネット事業主任　亀浦　尚子　
（熊本にし）

　見出しに掲げた主題のもと、フリースクール「えすぺ
らんさ」の子供達に思いを馳せながら、事業を練って
いるところに熊本地震が発生しました。火災も津波も原
発被害も起こりませんでしたが、まるで地の中を這い廻
る生き物がいる様に余震が続きました。心も体も固まり
疲れ果ててしまいました。絶えず体が揺れている状態
でした。
　それでも、人は慣れてくるものです。悲惨な熊本の現
状を知るにつけ、今自分に出来る事、求められている事
に、熊本の皆さんはお互いに働きはじめました。
　ワイズの仲間たちから「大丈夫！」「頑張れ！」と励まし
のメールや電話を沢山いただきました。フェイスブックで
もYMCA・ワイズの皆様の支援活動が知らされ元気
付けられました。　
　東日本区・西日本区のワイズの皆様、YMCA の皆
様本当に有難う御座いました。今、熊本 YMCAとワイ
ズの仲間たちは懸命に熊本を支え合っています。
　仲間はいいものです！！　つくづくこの震災であらため
て感じました。本当に有難う御座いました。

事業方針
　ワイズは家族で参加できるボランティア団体です。先
ずは新しいメネットの皆様と出会う機会を得るために、
ワイズメンズクラブ入会式には、メネット会の有る、無し
にかかわらず是非ご夫婦で出席して頂きますよう、各ク
ラブ会長の皆様、お声掛けをお願い致します。ファミリー
での活動を呼びかけ広めたいと思います。入会式での

出会いを大切にして、メン・メネット・ワイズファミリーを増
やしましょう。

国内プロジェクト事業
　フリースクール　箱崎自由学舎「えすぺらんさ」を支
援いたします。不登校「まさか、うちの子が・・・。」は全国
で小・中学生 12 万人を越えており、“特別なこと”では
なくなっています。不登校、ひきこもり、家庭の事情、虐
めなどで学校に行けなくなった悩みを抱える子供達の
居場所が「えすぺらんさ」です。発足して 11 年目になり
ます。今、子供達をとりまいている状況について小田哲
也代表からお話を聴き、ＹＭＣＡの理念である青少年
育成に基づき、“メネットの母なる心”“メンの父なる心”
を持ってワイズメン・メネットの皆様のご理解とご支援を
よろしくお願いいたします。
　目標金額は 150 万円です。
　その支援内容は、①福岡ＹＭＣＡフリースクールプロ
グラムに参加する費用の支援、②箱崎自由学舎（えす
ぺらんさ）環境整備の支援、です。達成できますよう、皆
様のご協力を願い申し上げます。

国際プロジェクト（未定）

メネット事業ファンド
　熊本地震を経験し“備えあれば憂い無し”のテーマ
　にしました。　
＊ご飯の友セット・・・ふりかけの元祖。白いご飯、おにぎ
　りにかけて食べてくだい。おかずはいりません。
＊太平燕とご飯の友セット・・・お湯を入れれば美味しい
　はるさめスープになります。
＊障がい者施設の手作り製品・・・携帯・メモ入れポシェット・
　藍染製品・ビーズ製品などを部会にて販売させて頂き
　ます。

表紙デザインについて
　岩本 悟理事（熊本にし）は、熊本地震復興の真っただ中での就任です。西日本区のワイズは一人ひとりが今後、東
北等を含む被災地の復興を支援し、ボランティア活動を通して明るい未来に向かって歩みたい……との思いでしょう。そ
こで、被災した熊本城、熊本 YMCA がボランティアで活躍する益城町体育館、東日本大震災のシンボル「一本松」、そ
して光が明ける空を配してデザインしました。
　サブタイトルを入れた下部の帯は、今までは一色でしたが、今回は、それぞれの個性を活かしながらご活動いただきたい
と、敢えて「虹」をイメージして色づけしました。

（藏知　武編集委員）
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部 長 メ ッ セ ー ジ

出会い、ふれあい、
響きあい、前へ進もう

中部部長　川口　恵　
　　　　　　　　　（名古屋）

１．部長主題　出会い、ふれあい、響きあい、前へ進もう
　　　副題　ワイズライフを楽しもう
２．活動方針
・ ワイズの活動は、発見・感動・出会い・自己研鑽の
　場です。各事業への参加、例会、交流を通して、楽
　しみをより多くの人と分かち合おう。

・  中部の未来を考え、それぞれが今できることをしよう。
・  ワイズ行事の情報共有の推進と広報。
３．活動計画
Ｙサ・ユース事業
　YMCAとユースに対する理解を深めよう。
　YYY フォーラム。
　チャリティーラン等 YMCA 活動の支援。
地域奉仕・環境事業
　各クラブでの事業を通して、地域への奉仕を進めよ
　う。芋ほり、地域でのコンサート等の広報・支援・参加。
EMC 事業
　EMC シンポジウムを通して、EMC 事業主任と中部
　の未来を考えよう。定例会を大切にしよう。（例会は
　出会い・自己研鑽の場）
国際・交流事業
　国際大会・区大会・部会・他クラブ例会に参加し、出
　会い、ワイズの輪を広げよう。IBC・DBCとの交流　
の推進。
メネット事業
　メネット事業への理解を深め支援しよう。
　メネットアワーの支援。

　前期の荒川恭次部長は「踏み出そう、次の一歩の
ための今の一歩を」と題して、荒川部長と名古屋グラ
ンパスクラブと一体で全国リーダー研修会、名古屋南
山クラブと神沢でのファミリーコンサート、リーダーの卒
業を祝う会、東北支援ツアーなど素晴らしい活動をされ、
リーダーとの距離も縮まりました。他クラブでも、クラブの

持ち味を生かした温かくて楽しい活動ができ、全体とし
て活気があり、何歩も進んだように思います。
　中部では、2000 年の 201 人のメンバー数が、2004
年には 150 人を、2015 年には 100 人を下回りました。
サポートすべきＹＭＣＡの縮小が続いていることもワイ
ズメンバー減少の一因と考えます。今年も97 人と、100
人を切ってスタートしますが、出会いを大切にし、ＹＭＣ
Ａをサポートしつつ、各クラブの持ち味を生かし、時に
は他クラブの仲間と協働の活動を楽しみながら、前へ
進んでいきたいと思います。
　部長の責務には西日本区と部内の各クラブをつな
ぐ役目があります。
　「部長通信」１号にて主な年間行事案内をしており
ます。今後も毎月の「部長通信」で中部、西日本区、他
の部の情報を積極的に提供します。中部内・中部外で
周年行事やいい企画があればご連絡ください。
　1 年間よろしくお願いいたします。

ワイズメンズクラブと親父

びわこ部部長　宮本　年博　
　　　　　　　　　　　（彦根） 

　ワイズメンズクラブを初めて知ったのは高校生の頃で
した。父が彦根ワイズメンズクラブで活動していることを
知り、生意気盛りの高校生だった私は「ワイズメンズクラ
ブって賢い人の集まり？」と父に聞いたことがありました。
そのとき、父は静かに微笑むだけで何も答えてくれませ
んでした。
　大正８年生まれの父は、戦時中は陸軍航空隊操縦
士でしたが、終戦の頃は埼玉県熊谷陸軍飛行学校教
官として、多くの航空少年兵に離陸方法だけ教え、特攻
作戦に送り出した当時の事を悔やみ、戦後は肺結核を
患い、近江サナトリウム（現：ヴォーリズ記念病院）へ入退
院を繰り返していました。
　入院していた頃キリスト教に出会って受洗し、クリス
チャンとして第二の人生を歩むとともに、家業の傍ら、ワ
イズメンズ活動に生きがいを見いだしていたのだと思い
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ます。そんな父は、67 歳で他界するまで、息子の私から
見ても非常に熱心でひたむきなワイズメンでした。
　私も小学校時代から日本基督教団彦根教会日曜
礼拝に通わされ、聖書や讃美歌には親しんでいました
が、遊びたい盛りの小学生にとって日曜礼拝は苦痛で、
しょっちゅうサボったりした、とてもいい加減なクリスチャ
ンもどきではありました。

　その後、社会人になった私は、吉田工業㈱―現ＹＫＫ
に入社、レバノン、ギリシャ、大阪、四国、京都勤務を経て、
60 歳で一旦定年退職、現在は同社系列のＹＫＫＡＰ彦
根営業所フルタイムエルダー勤務４年目です。
　これまで各地を転勤し、ようやく故郷彦根に帰ってきた
2009 年に、彦根ワイズメンズクラブの諸川屯ワイズに「お
父上もワイズメンだったので、是非入会を！」と誘われ、彦
根ワイズメンズクラブに入会させて頂きました。
　その後、2012–13 年度に地域奉仕・環境事業主査、
2014–15 年度に第 64 代会長などを経験させて頂きまし
た。そして今年度、びわこ部部長を拝命、部長主題「原
点回帰　ＹＭＣＡと共に」を掲げ、活性化に取り組んで
います。ロースター見開きにある最初の「目的」の「１．まず
第一にＹＭＣＡのためのサービスクラブとして活動する。」
と記載されているのを引用させていただき、原点に今一
度立ち返ることを部長主題とさせて頂きました。
　思えば、所属する彦根ワイズメンズクラブのチャーター
は 1952 年 10 月13日、私の生まれた年と同じです。ワイ
ズメンズクラブへとお導き頂いたのも神様の思し召しで
はと、運命的なものを感じています。

　びわこ部は、かつての 7クラブ 200 名近くの陣容が、
現在 6クラブ 110 名と、退潮傾向です。ＥＭＣ活動、会
員増強が喫緊の課題であることは明白です。
　そのために、楽しい例会を通して「魅力あるワイズメン
ズクラブに入会したい」と思って頂ける方を一人でも多く
ゲストとしてお迎えし、入会を勧め、魅力と活力溢れるび
わこ部になるよう、微力ながら尽力したく存じます。

　さて、10 月 8 日（土）には、琵琶湖の豪華客船「ビア
ンカ」船上での楽しいびわこ部部会も企画しています。
多数の皆様のご参加・ご登録をお願いいたしますと同
時に、西日本区ワイズメン各位の一層のご指導・ご鞭
撻をお願い申し上げます。

未来に向けて

京都部部長　廣井　武司　
（京都プリンス）

　今期の部長主題を決める時、私は今の時代において
一番心にひっかかっていることをテーマに取り組みた
いと思い、「子供たちの未来のために　さあ始めよう、
ワイズの叡智と行動で」としました。
　今の社会、子供たちの目にはどう映っているのでしょ
う。健康や衛生面では先進国日本の子供たち（若者）
は心配ありませんが、その子供たちの周囲の環境はど
うなのでしょうか。
　子供の貧困のこと、父子家庭、母子家庭の増加など
決していい状態ではありません。およそ考えもつかない
事件・事故に巻き込まれる子供たちも多く存在します。
それらの多くの問題が大人の自己中心的な考えから発
生していることは悲しむべきことであり、将来に不安を
感じさせます。
　その結果、本来なら純粋で無垢なはずの子供が最
近、加害者側になっている恐ろしい現実が少なからず
生まれてきています。貧困の虜になっている子供や若者
たちのために私たちはどう関われるのか、悩むところで
すが、YMCAとともに青少年の健全育成を願うワイズ
メンにとっては、けっして無視できない問題なのです。
　「世界は子供たちを守り、子供たちの成長に投資す
ることを学ぶまでは、世界が抱えている主要な諸問題
を解決することはできないでしょう」と昔聞いたことを
思い出します。
　さあ始めてみましょう。YMCAに集う子供たちがユー
スリーダーとの交流の中で、憧れを感じ、将来のリーダー
候補生に育つように協力しましょう。
　YMCA の展開しているさまざまな事業のアピールを
より積極的に展開できないか、ワイズメンとして、クラブ
として YMCA に参画しましょう。ボランティアリーダー
の募集についても、ワイズメンの人脈と幅広い社会活動
をいかしてみてはいかがですか。
　クラブでの地域奉仕活動とYMCA のプログラムの
ジョイントも検討の価値はあると思います。
　こうして、よりたくさんの子供たちとユースリーダーと
の交わりは、良き未来のための大切な礎となるでしょ
う。
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　問題点は、この素晴らしいワイズの将来のために、新
しい指導者となるべき資質を持ったユースリーダーたち
がワイズをどうとらえているかということです。「親父の
背中を見て、子は育つ」ではありませんが、ワイズの背中
を見て若者たちはどう感じているのでしょう。
　今期は特にワイズとユースリーダーとの交流を深め
ていただくようにお願いをしています。例会に招いて
若者の本音を聞き出してください。新しい世代の声を
聞くフォーラムを提供して、そこで出た約束事を私たち
はしっかり守りましょう。そうすることでお互いに信頼
関係が築けて、未来のワイズメンが育ってくれることで
しょう。
　何も京都の地で花咲くことはありません。日本各地
や世界、彼らの生活の場所でワイズを思い出し、その土
地で地域社会のリーダーとして育ってくれればいいの
です。
　子供たち、ユースリーダー、ワイズメンが一つの線に
なれば、その先に一筋の光が見えてくるように思いま
す。
　ワイズとYMCAの交流をより深めつつ、他の実業界
や地域社会の指導者の人たち、若い人たちの活動する
グループの人 と々「未来会議」など企画できれば、そこ
でまた新しい目標ができるかもしれません。
　今期は京都部のメンバーと大いに語り合い、未来の
ために奉仕したいと願っています。

　第 20 期岩本 悟西日本区理事のもと、汽笛を鳴らせ
各地域から一斉に出港しました。西日本区の司令塔の
もと、各部は様々な希望や期待を載せた船出です。海
は世界に通じている。
　私は、歴代の阪和部長が結束を固めていただいたお
かげで主題を「ワイズの種を蒔こう。そして育て・実り
の収穫を！」とし、また、より一層の活動を高めるつもり
で副題を「活力ある阪和部に躍進しよう」としました。
そして、特に岩本理事の方針「extension」を船団に掲
げました。現状の荷は重くもあり、困難が付きまとうと
思われます。嵐にあえば錨を降し、寄港し、再度主題や

虹の架け橋

阪和部部長　生駒　義範　
　　　　　　　　　　　（和歌山紀の川）

副題の羅針盤を見定め、緒兄・姉の意見を聞き再出港
する。ワイズの旅は長い航海です。荷が重いからと言っ
て決して荷を捨てることなく、危なくなれば別の船体が
寄添い助けてくれるでしょう。仲間とはそう言うものな
のです。
　この西日本区報第１号では、私は「虹の架け橋」を主
題（見出し）にしました。大きな虹は世界また日本国内
と橋を架ける。また、部としての小さな虹なら、太陽の
光を背に受け、目線より高い位置で霧吹きを発射すれ
ば見られます。目に見える虹はとてもきれいな円弧状の
光を放ちます。しかし、その円弧状には高齢化・少子化・
Y's とYMCA 等様 な々問題を含んでいます。
　思いは様々ではあるが、解消するには楽しい例会を
催すことが最も基本と考えています。例会時には、伝え
ることを出来るだけ短時間にし、友と会い・語る、知識
を得る、協働の喜びを享受する場としての空間づくりに
重点を置いてもらいたい。
　７月早々の部長訪問時には２クラブで入会式を行い
ました。また９月に行われます阪和部部会での入会式
も約束されました。新しいメンバーも増えています。７月
は私の誕生月でもあり、例会時にはたくさんの人から
祝福を受け、とても嬉しい出航でありました。楽しい例
会は友と共に楽しめます。特に諸兄・姉・弟の他クラブ
訪問時は誕生月をお勧めします。たくさんのメンバーか
ら祝福を受けてください。きっと美しい虹が現れるで
しょう。
　美しい虹の架け橋にするためには、検討する課題も
たくさんあります。阪和部では、歴代の部長様とともに
勉強会を行う計画です。阪和部全体を見つめなおし、
各クラブの特徴や地域性等を考え、話し合い、将来の
阪和部の方向性を見出すための意見交換の場（空間）
を設けます。この場には諸兄・姉・弟の参加も自由です。
場所や日程は「部長通信」にてお知らせをいたします。
チャレンジ！
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世界をみつめ、
地域とあゆむ

中西部部長　西野　陽一　
（大阪高槻）

　「世界をみつめ、地域とあゆむ」。私の部長として
の主題です。環境保護運動で使われていた“Think 
globally，Act locally”という言葉を、私たちの運動にも
通じるとの思いから日本語に意訳したものです。少し長
めに書くと「世界のさまざまな問題に思いを馳せなが
ら、日ごろは地道に地域の活動に取り組む」ということ
です。西日本区定款第２条第３項Ｃに定められた、クラ
ブの目的の一つである「地域社会や国際的な問題に関
心を持ち、一党一派に偏らない正義を追求する。」にも
通じると思っています。
　私たちの生活は様々な点で地球上の多くの人 と々繋
がっています。例えば、我が国は資源や食料の多くを
海外からの輸入に頼っています。もし、輸入が絶たれた
ら私たちの日々の生活は成り立ちません。私たちは紛
争、テロ、貧困、人権などの国際的な様 な々問題に関心
を持たざるを得ません。
　そして、私たちの日々の活動は地域と繋がっていま
す。中西部には、大阪高槻クラブや大阪茨木クラブのよ
うに、会員の大半がその地域に居住し、地域性の強い
活動を続けているクラブもありますが、会員の居住地
が広く拡散しており、「地域がない」というクラブもあり
ます。しかし、「地域がない」クラブもそれぞれ活動の
基盤となる組織や施設があります。「地域」を必ずしも
地理的な概念と捉えず、そうした組織や施設を「地域」
と考えれば、すべてのクラブに「地域」があります。私
たちは日 、々地域の問題に一生懸命に取り組んでいま
す。
　中西部は日本で初めてのワイズメンズクラブである
「大阪クラブ」を擁する、歴史と伝統のある部です。あ
る時期までは、日本におけるワイズメン運動をリードし
てきたと自負しています。しかしながら、ここ10 年の間
に、会員数は約 30％減少し、２つのクラブがその歴史
の幕を閉じました。そして、新たなクラブは 20 年間誕
生していません。９クラブのうち、会員数が 20 名を超
えるクラブは２クラブ、会員数が一桁のクラブも２クラ
ブあります。残念ながら現在の状況にはかつての面影
はありません。このままでは、リードするどころか、お荷

物になるのではないかと懸念されます。
　私は、リードはせずともお荷物にはならないよう、次
の３つの活動方針を挙げています。
① 楽しく、そして互いに成長し合える例会。
② ワイズメンとしての誇りを実感できる活動。
③ 中西部の課題解決に向けての各クラブの連携・協
　  力。
　例会が活動の基本であることは当然のことで、楽し
い例会であることが必要です。ただ、楽しいだけではな
く、自分が成長できる例会が望まれます。そして、一方
から他方に与えられるのではなく、互いに成長し合える
関係でありたいと思います。そうした例会のためには周
到な準備が必要です。「来月の例会はどうしよう」では
意義ある例会にはなりません。
　現代では様々な団体や組織によって多様なボラン
ティア活動が展開されています。そうした状況の中で、
ワイズメンとしての誇りを実感できる活動をしたいと思
います。そのためには、みんなで知恵を出し合って、他
の団体や組織にはできない、ワイズメンズクラブならで
はの活動を創りたいと思います。
　部や各クラブの課題の解決には互いに連携・協力し
て取り組みたいと思います。例えば、いずれのクラブに
とっても喫緊の課題である会員増強について、自クラブ
の新入会員の候補者を発掘することは当然ですが、「居
住地や勤務先が遠い」とか「例会の曜日に仕事がある」
などの理由で、自クラブへの入会が難しい候補者を積
極的に他クラブに紹介することが求められます。自クラ
ブの会員増が一番大切ですが、部として、また西日本区
として会員が増加することも私たちの喜びです。
　私はワイズ歴は長いものの、これまであまり熱心なメ
ンバーではありませんでした。「部長になりたい」とも、
「部長になれる」とも思っていませんでしたが、部長に
なったからには自分のできる限り精一杯やって、自分自
身が成長したいと思っています。そして、部長としての楽
しさも感じています。
　歴史と伝統を守ることは大切ですが、守りの姿勢で
はやがて困難な状況に陥るでしょう。積極的な攻めの
姿勢を貫きたいと思います。幸いなことに、会員数はこ
こ数年 140 名前後で推移し、下げ止まりの状況です。
私は、各クラブの活動を大切にしながら、有意義な例
会、誇りある活動、そしてクラブ相互の連携・協力によっ
て中西部のいっそうの発展のために微力を尽くしたい
と思っています。
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我々の足元を着実に

六甲部部長　長井　慎吾　
（西宮）

　５月に六甲部準備役員会を開催しました。その際に、
部長主題の「楽しい交流と、やりがいのある奉仕活動
で更なるクラブ活性化を図ろう」に加え、「我々の足元
を着実に」を副題として追加しました。これは、３月の
評議会で私の次の部長である次々期部長が決まらな
かったことに端を発しています。
　六甲部では、部長を８クラブが輪番制で選出します。
しかし、私の所属クラブの次と、さらにその次のクラブ
が様 な々事情で部長を輩出できない状況であることが
分かりました。
　様 な々事情とは、まず実働メンバー数の減少です。１
つのクラブは会員数 12 名ですが、例会出席は常時特
定の４～５名です。仕事が多忙で出席がままならないメ
ンバーのため、例会日を変更するなど工夫しましたが、
効果が得られません。もう一つのクラブは会員数８名
で、全員実働メンバーとして活動していますが、健康上
の理由で自クラブの運営で精一杯です。それぞれクラ
ブ内で真剣に部長選出について協議をしましたが、ク
ラブとして前向きな結論に至りませんでした。急遽、部
役員会に８クラブ会長も加わり対応を協議しました。複
数のクラブが協力して部役員を担う案や、輪番を柔軟
に変更する案が協議され、結果として、３つ先のクラブ
が順繰り上がりで担うこととなりました。これまでメン
バー数が少ないことや高齢化について漫然と聞いてい
たため、部内他クラブの体力がここまで落ちていること
を初めて認識した次第です。
　楽しい交流とは何か？　対象は、ユースリーダーに代
表されるＹＭＣＡの方たち、ＤＢＣやＩＢＣや近隣のク
ラブメンバー、地域の同じような奉仕活動をしている団
体など様々です。特定のメンバーに偏らないように、特
に入会年月の浅いメンバーも楽しめる交流が良いと思
います。クラブメンバーのニーズに合っていることも重
要です。様 な々交流を企画して試行し、継続的なものと
次 と々新たな出会いがある機会を織り交ぜて新鮮さを
維持する必要があるでしょう。
　やりがいのある奉仕活動とは何か？ まずは、明確な
社会貢献の目的があり、メンバーの共通理解が得られ

ること。次に、共に力を合わせることで連帯感が生ま
れるような協働作業があること。最後に、参加したメン
バーが達成感を共有できるものが良いと思います。この
際、時間と労力が適当であり、短時間で上記一連の要
素が盛り込まれていることが良いと思います。要は手を
広げ過ぎないことだと思います。ＹＭＣＡが主催する地
域奉仕バザーへの参加を例にとると、国際協力募金と
いう明確な目的があります。次に、食事販売や物品販
売など、準備から販売、後片付けといった協働作業が
あります。ＹＭＣＡのユースリーダーや職員との触れ合
いもあり、連帯感が生まれます。最後に、全員が集まり
募金の収益が披露され、達成感を共有できます。若者
や高齢者を取り巻く問題を例会などで勉強し、自クラ
ブが自慢できるような奉仕活動を見出すことです。
　各クラブは生い立ちやメンバーのカラーなど多様な
価値観の集団なので、クラブの特性に合った交流や奉
仕活動を見出すことが必要です。ＹＭＣＡの会員増強と
育成計画の手法として「メンバーシップ・バイ・デザイン」
という取り組みがあります。この計画では３つの関係づ
くりにより活動会員を育成して行きます。初めてＹＭＣ
Ａと出会った時の関係から、継続的なつながりの関係、
そして担い手としてのつながりの関係へと発展させま
す。その関係の中に、会員が育つ６つのステップがあり
ます。

（1）会員として登録する。
（2）活動に参加して満足感を得る。
（3）関係が深まってＹＭＣＡを理解する。
（4）自分自身が変化して、ボランティア活動等自発的に活
　  動をするようになる。

（5）「私のＹＭＣＡ」と言えるようなオーナーシップを持つよ
　  うになる。

（6）新しい会員を誘うようになる。
　ステップ毎に詳細な計画を立て、実行していくことで
計画的かつ意図的に会員の養成を図っていきます（横
浜ＹＭＣＡの HPより）。この手法は、ワイズメンズクラ
ブのＥＭＣ活動にそのまま適用できます。先に述べた、
交流とやりがいのある奉仕活動を用意した上で、クラ
ブのＥＭＣ発展を意図したメンバーシップ・バイ・デザイ
ンを計画実践していくことが実践的な活動であると考
えます。
　今期、岩本悟西日本区理事（熊本にし）の目指す各
部でのエクステンションは、六甲部にとっては大変ハー
ドルが高いですが、まずは、体力の弱っているクラブ
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西中国部１００人達成

西中国部部長　佐竹　早苗　
（岩国みなみ）

部の再生を図る！

瀬戸山陰部部長　中野　浩　
 （岡山）

　瀬戸山陰部は、10 年間でメンバー数が 40％も減員し、
今期スタート時も64 名と、西日本区最少の部になってし
まいました。このままでは存続すら危ぶまれます。この現
状の危機感を部のメンバー全員に持って頂くことが大切
と考え、敢えて「再生」と言う暗いテーマを掲げました。
　「再生」を実現するためには、瀬戸山陰部全体で取り
組まなくてはなりません。ＥＭＣ事業主査さん・各クラブ
会長さんと緊密な連絡を取りながらＥＭＣの進捗情報を
共有し、併せてＥＭＣシンポジウムなどを通して「ＭＣ」
にも注意を払って行きたいと思います。
　また、ＥＭＣ事業だけではなく、全ての事業が協力し
合うことが不可欠と考え、「各事業が一体となって再生
を！」を副題としました。各事業の運営・実施において、「再
生」と言うテーマを念頭に置くことで事業の活性化を生
み出せば、招かれた部外者（入会候補者）からも魅力あ
るクラブと目に映ることでしょう。少人数のクラブの事業
も、他クラブからの参加を求めることで、盛況に繋がる
はずです。５つのクラブではなく、１つのクラブとして互
いに人材も知恵も提供し合うことが、残された手段と考
えます。
　例会の充実については語り尽くされていますが、メン
バーが楽しく集い、情報を得ることは自己研鑽に役立ち
ます。「講師探し」の苦労も聞きますが、手段としてクラ
ブメンバーの講師交換は大いにやるべきでしょう。そうす
ることで講師料も不要となり、クラブ間の情報交換の絶
好のチャンスにもなるはずです。クラブの繁栄は例会に
あり、各クラブの繁栄は瀬戸山陰部の再生、ひいては西
日本区の繁栄に繋がると思います。
　さらに、Ｙサ・ユース事業をＭＣに結びつけることは再

が健康な状態となるよう共に考え、自らの力で体力を取
り戻せるように支えることが六甲部の基礎体力を高め
ることとなり、エクステンションができるクラブの集まり
となる一歩であると確信しています。この視点で８つの
クラブを見て回り、特に体力の弱っているクラブに寄り
添い、「我々の足元を着実に」を基本に行動していく所
存です。

生の近道と言えましょう。Ｙサ事業・ＹＹＹフォーラム・Ｙ
ＭＣＡ活動などを通して若い人達と語り合う機会を捉え、
ＹＭＣＡの将来を担うべき人材を育てたいと思います。
その為にも、ＹＭＣＡリーダー達との連携を進める協同
のプログラムには、ワイズメンは積極的に参加することが
大切です。この若者達にワイズメンズクラブに関心を持っ
て貰うことで、スムーズな世代交代も可能になります。
　ＹＭＣＡとの連携については、役員・スタッフ・リーダー
に加えて、プログラムの保護者は少なくともワイズメンズ
クラブの存在は理解してくれており、会員増強のターゲッ
トには最も相応しいと言えます。ところが、ＹＭＣＡとの
関係はクラブごとに大きな違いがあります。瀬戸山陰部
にもＹＭＣＡの活動拠点が無いクラブもあり、これを手
段として部内にアピールするのは難しい現状ではありま
す。しかし、ＹＭＣＡはクラブだけのものではなく、部の宝、
ワイズメンズクラブ全体の宝と捉えれば、「ＹＭＣＡの拠
点が無いクラブでは何も出来ない」ではなく、他地域に
存在する「ＹＭＣＡをサポートする団体」で事業目標に盛
り込めるものと思います。
　瀬戸山陰部のメンバーの一人として、部の再生・存続
は責務と考え、「何かしなければならない」「何かが変わ
る一年にしたい」と強く願っています。皆様のご協力を宜
しくお願いいたします。
　47年前に岡山クラブに入会（10 年間は域外転勤）し、
その間メンバーの一員である誇りと、困難なときには仲間
に支えられたこと、生活の一部であるワイズメンズクラブ
を愛する思いから、何か恩返しが出来ればと、高齢を顧
みず部長の大役を引き受けました。そのようなことで、今
年度の目標を全てこの主題に込めた次第です。

　平成 28 年６月26 日、西日本区大会で渡邊悦司西中
国部直前部長から部長バッヂを引き継ぎました。ステー
ジは、会場席とは異質な場所で、雲の上と言ってもいい感
じでした。バッヂも、今まで持っていたチャーターバッヂ、
会長バッヂ、直前会長バッヂとは違い、今思うと西中国部
部長の色 な々思いが代々引き継がれたものではないかと
感じています。重いなあと感じました。でも、綺麗だなあ
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いま自分が
ワイズで出来ること

九州部部長　宮﨑　隆二　
　　　　　　　　　 　　　（熊本ひがし）

活動方針と計画
　今期は当初計画を覆す様なまことに「想定外」の「熊
本地震」に見舞われ、スタートから計画の見直しを余儀
なくされました。第一の活動方針を「地震災害支援」と
し、同時に支援を軸に「九州部としての輪」を広げてい
くこと、その内容的には当初計画の「チャリティーバトン」
の考えで九州部すべてのクラブについて「九州部応援
団」として行動していくことです。各クラブの事業支援
を通じクラブ活性化を図り「元気のあるクラブ」にして
いく、そして「九州の各クラブを一つに結ぶ」ための役
割を部として果たす、ＳＯ支援を中心に各クラブとの連
携をはかり、各県クラブ毎の「行事」「イベント」ならび
に「各県ＹＭＣＡ支援」を連携して行っていく、そして正
に「九州は一つのクラブ」となるよう行動し、すべてのク
ラブ間の情報共有、部よりの情報発信を行う。
　また「ワイズメンズクラブの基本」である「例会」を大

とも感じました。１年後にはどんな感じのバッヂになって
いるか、楽しみです。
　西中国部は、昨年の７月１日に 74 名でしたが、今年の
７月１日も変わらず 74 名での始まりです。部長主題は、
一昨年度の後田雅伸西中国部部長（岩国）の部長主題
「西中国部 100人達成」を勝手に受け継ぎました。「岩
国クラブ」は、私の所属している岩国みなみクラブの親ク
ラブです。「親」から受けた思いを引き継ごうと考えての
ことでした。活気ある部にするためにも「数は力」という
言葉をいただきましたので、主題に向けて頑張っていき
ます。
　活動方針は、「西中国部の個々の関わりを大切にし、
クラブ活動を盛り上げる。情報の発信と共有」にしました。
この活動方針を決めたものの、この活動方針の「個々の
関わりを大切にし」というのは、自分が苦手な「人との関
係作り」です。今も日々悩み、考え、うろたえ、落ち込み、
喜び、色 も々がきながら過ごしているところです。自分か
ら変えないといけないということなのだと思います。
　今期は「ロケットスタートを切る」と宣言し、７月２日に
第１回評議会、EMC シンポジウム、YYフォーラム、100
人委員会を開催しました。山藤哉西日本区 EMC 事業主
任、堤弘雄西日本区YMCAサービス・ユース事業主任、
山川新一西日本区次期 YMCAサービス・ユース事業主
任をお迎えし、ワイズ 27 名、YMCA 関係者 25 名の参
加者でした。内容は、山藤 EMC 事業主任の基調講演
「EMCと親睦」、YMCA 職員の中奥岳生氏発表「公益
財団法人広島 YMCAの活動紹介」、福山クラブの小松
邑司ワイズ発表「ワイズとYMCAの魅力とは」「ワイズと
YMCAの関わり」、ワークショップ（グループ討議・発表
「ワイズとYMCAの魅力とは」「ワイズとYMCAの関わ
り」、堤YMCAサービス・ユース事業主任講評）、100人
委員会（各クラブ会長から「今期の会員増強目標宣言」、
渡邊直前部長からのエール）、そして懇親会でした。ワ
イズとYMCAの魅力と関わりを話し合う事で交流を深

めました。確認した事は、YMCA 職員が会員増強に力
を貸してくれることにより、ワイズの会員増強があり、そ
れが公益財団法人 YMCAの収入源増となり、ワイズと
YMCAの相乗効果となるということです。そして、より交
流を深めると共に、YMCAとワイズの協働事業（雲月キャ
ンプ場の整備等）の推進をすることを考えました。各ク
ラブ会長の会員増強宣言の数を足すと100人に到達しま
した。熱い思いを継続し、主題を達成したいと思います。
　部報及び毎月の部通信などを通して情報発信もしま
す。１年間を活動方針のとおりすすめたいと思っていま
す。微力ですが、西中国部の皆様と共に活動していきた
いと思っていますので、この１年よろしくお願いいたしま
す。
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切にし、常に自由な中にも毅然としたクラブ運営がなさ
れるように支援する。
　ＥＭＣ事業としては、悲願の「九州部会員 300 名の
達成」を目指す。目的達成の為今期中の各例会におい
て「一人１人のビジター紹介運動」、クラブ内で「一人
１役運動」の推進。自分がワイズでの居場所が無けれ
ば新入会者紹介は難しいので、周りのベテランが「メン
ター」となり孤立しないように「会員」を支える。

☆九州部合同メネット会 　※ホテル日航熊本
　2016 年９月18 日（日曜）正午～
☆第二回九州部会（評議会）　　第 35 回九州部会
　　※ANA クラウンプラザホテル熊本ニュースカイ
　2016 年 10 月２日（日曜）　評議会（主査会）・メネッ

常置・専任・特別委員長からのメッセージ

　トアワー
☆第一回熊本ＹＭＣＡ主催インターナショナルチャリ
　ティーラン　　※ 熊本県運動公園
　2016 年 12 月18 日（日曜）
☆第一回九州部新年賀詞交歓会　　※ 熊本テルサ
　2017 年１月７日（土曜）

「九州部チャリティーバトン」の具体的取り組みについて
　熊本地震支援募金（出来ることの災害地支援）
　福岡中央クラブ「IN チャリティーラン支援」
　宮崎クラブ「SO 支援チャリティーゴルフ大会」
　鹿児島クラブ「鹿児島 YMCA 支援事業」
　長崎クラブ「絵葉書」支援
　その他各県クラブ支援

ＪＷＦ献金にご協力を

ＪＷＦ管理委員長　森本　榮三　
（大阪高槻）

　高瀬稔彦ワイズ（岩国みなみ）の後を受けて、委員長
を拝命いたしました。皆様のご指導、ご協力の程よろし
くお願い致します。
　ところで、ＪＷＦ管理委員会規則は、西日本区発足後
の 2001 年４月に改正されてから昨年までに５回の改
正が行われ、特に昨年度の役員会では、「目的」「構成」

「管理・運用」「支出」についての改正がなされ、「基
金の用途」が追加されました。
詳細は役員会議事録などでご覧いただくとして、主な
改正点を下記します。
　第２条（目的）は「本委員会は、西日本区ワイズ基金

（Japan West Y’ｓ men’s Fund 以下「基金」という）
の献金を推進し、運用および、適切な基金支出につい
ての判断を行うことを目的とする。」とされました。
　条文が追加された第４条（基金の用途）では「基金は、
ワイズ発展の重要プロジェクトおよび、緊急事態に対応
するために活用される。」とされました。
　以下、条を繰り上げ、第５条（構成）では「本委員会は、
区書記、区会計をのぞく理事および６名の委員により構

成され、理事をのぞく委員により委員長を互選する。委
員は区役員会において選出推薦され、理事が任命す
る。」「２．委員の選考にあたっては、地域性も考慮して
選出されることが望まれる。」とされました。
　第８条（管理・運用）では「基金の管理・運用は、確実
な金融機関に預け入れ保管する。」とされました。
　第９条（支出）については「基金の支出については、
区役員会の決定によって検討を依頼された事項を審
議し、全委員一致の決議を要する。」とされました。
　2015-2016 年度末現在、皆様から寄せられた 3,190
万円近い献金が西日本区に基金としてございます。
　今期委員を務めてくださるのは、森田惠三（京都ウエ
スト）、岩本 悟（熊本にし）、遠藤通寛（大阪泉北）、高
瀬稔彦（岩国みなみ）、松本武彦（大阪西）、橋爪良和（名
古屋東海）の皆様です。
　ところで、「使わない・使えないＪＷＦ基金」というお声
をよく耳にしますが、決してそのようなことはございませ
ん。私たちＪＷＦ管理委員会は、前述しましたように、皆
様のお声を区役員会に上げていただき、その決定に基
づき全委員で基金支出について審議し決定します。
　何卒ＪＷＦ基金にご理解いただき、「個人として」「ク
ラブとして」献金にご協力賜りますようよろしくお願い致
します。
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ＬＤが未来のワイズを築く！

ワイズリーダーシップ開発委員長
船木　順司（京都トップス）

　2016‐2017 年度岩本悟理事期の始まりに当たり、西日
本区ワイズリーダーシップ開発委員会（以下「ＬＤ委員会」）
は、岩本理事期に於いても西日本区にて役員として活動
なされるリーダーの皆様に良きスキルとモチベーションをお
持ち頂くために何が出来るのか、フレッシュなＬＤ委員の
皆様と議論を重ねてまいりたいと思います。
　さて、ＬＤ委員会は、区、部、クラブでの次期役員となら
れる皆様のリーダーシップ研修の企画運営を行い、皆様
にリーダーとして良いスタートを切って頂くためのスキルと
モチベーションを身に着けて頂く事が一つの大きな目的と
なっております。
　近年の研修会で欠席、遅刻、一日のみ出席の登録が
見られますが、参加頂く皆様はクラブ、部、区在籍メンバー
の代表であり、リーダーシップを発揮頂かなくては困る方々
です。何とか繰り合わせて出席頂きたいと思います。
　研修会を企画運営するＬＤ委員は、未来のワイズを担
う若手メンバーを中心に構成されており、少しでも良い研
修会を行うため精一杯知恵を絞っております。皆様のご
協力なくして成り立たない研修会を皆様と有意義に過ご
せるよう努めてまいります。皆様のご協力をよろしくお願い
致します。
　そして、もう一つの目的は、ＬＤ委員会メンバーのリーダー
シップ育成です。
　次期研修会を通して、今期や次期リーダーの皆様の
言動を学び、知識と行動を身に着け知恵とし、ＬＤ委員な
らではの経験をし、委員所属の部やクラブにその知恵を
フィードバックして頂く事も一つの目的です。その延長線上
にあるのは、部やクラブの研修会にも関わりを持たせて頂
く事です。ＬＤ委員会で積み上げたノウハウを部やクラブ
の皆様にＬＤ委員が自ら提供する事で、ＬＤ委員のスキル
アップにも繋がって行くと思っております。お手伝い出来る
事が沢山あるのではないかと考えておりますので、是非委
員会に研修会等のお手伝いをさせて頂ければ幸いです。
気軽にお声掛け頂ければと思います。
　ＬＤ委員会には多くの役割や目的が有ります。お役にた
てるよう努めてまいりたいと思いますので、皆様どうぞ宜しく
お願い致します。

区ホームページを
ご活用ください！

広報･情報委員長　伊藤　剛　
（京都トゥービー）

　今年度より広報・情報委員会の委員長を務めさせて
頂きます京都トゥービークラブの伊藤 剛です。
　2014 年度に広報事業が情報委員会と統合され、広
報・情報委員会となりました。
　その名の通り、ワイズメンズクラブの「広報」と「情報発
信」を担う委員会であります。
　前期、西日本区ホームページに「ワイズの広場」と「ユー
スの広場」が開設されました。このコーナーは、広くワイズ
メンズクラブの活動、そしてユースの活動を知って頂くた
めの広報ツールとして開設され、皆様からの情報提供
で成り立っています。どしどしご投稿いただき、ご活用い
ただければと思います。
　そして、情報発信の部分では、新たに「交流お見合い
コーナー」を開設致します。ＩＢＣ・ＤＢＣ締結を計画されて
いるクラブのお見合いページとなります。こちらも是非ご
活用ください。
　その他の情報もワイズメンバーに向けてできるだけ迅
速に、正確な情報を提供してまいります。
　広報・情報委員会に対するご要望、西日本区ホーム
ページに対するご意見・ご要望もお待ちしております。
　１年間、皆様のご支援とご協力を宜しくお願いいたし
ます。

・ 次期区役員研修会 ： 10 月22日（土）～ 23日（日）
　		  　　  ホテルクライトン新大阪

・ 次期会長・主査研修会 ： ３月18日（土）～ 19日（日）
　		  　　　　六甲山ＹＭＣＡ
　皆さま、ご準備の程宜しくお願い致します。        Ｙ’sly

「催促の三牧」復活！？

区報編集委員長　三牧　勉　
（大阪茨木）

　何とも思いがけないことが起こってしまいました。2015
年 7 月発行の西日本区報第３号（通巻 56 号）で、西日
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区の活性化と
危機管理がねらい

組織検討・安全対策委員長
浅岡　徹夫（近江八幡）　

　今年６月末をもって西日本区役員としてのお役目は終
えたところですが、７月より新たに組織検討・安全対策委
員会委員長に任ぜられ、引き続き西日本区の役員会に

クリスチャニティー委員会

今期の目標

クリスチャニティー委員長
　田上　正（熊本むさし）　

　新しく２名の委員を迎え、2016－2017 年期のクリスチャ
ニティー委員会が始まりました。6 月25日の第 19 回西日
本区大会懇親会の前にメンバーが集まりました。
　西日本区チャプレンは、長い間ご奉仕くださった江見
淑子ワイズ（大阪なかのしま）から立野泰博ワイズ（熊本
ジェーンズ）に交代いたしました。
　江見チャプレンはこれまで、西日本区理事通信の「今月
の聖句　聖句夢想」をはじめ、次期役員研修会や次期
会長・主査研修会でのキリスト教理解講座や礼拝の奨励
を担当して下さいました。江見ワイズの分かりやすいお話
が、私たちの心を癒してくださったことに感謝いたします。
　立野ワイズは熊本市にある大江ルーテル教会の牧師
さんです。立野ワイズの行動力、苦難の中にある人々へ
の寄り添う熱い心は、第 19 回西日本区大会特別企画「東
日本大震災をあらためて考える」をお聴きになった皆様に
はご理解いただけるのではないかと思います。平成 28 年
熊本地震後は、熊本でも被災者に寄り添う活動を精力的
に続けておられます。お忙しい先生ですが、早速今期の７
月理事通信から、「今月の聖句　聖書の小窓」を担当し
ていただいています。

本区書記の任を終えた安堵感から、私は「もう催促しま
せんのでご安心を……」と書きました。実際、第 1 号でも

『「締切厳守」お願いしま～す！』と見出しをつけ、原稿
や資料が思いどおりに集まらない苛立ちをついグチって
きました。それが今期、あろうことか、区報編集委員長を
拝命することになり、「催促の三牧、復活！」となった次第
です。
　私は「1 級速記士」として、人のしゃべったことを文章
にする業に長年携わってきました。特に週刊誌の場合、
２時間の対談原稿を３日後に提出することも多く、原稿
が間に合わないとその週刊誌も発行できず、締切りは非
常に厳格でした。まあ、私は何とか徹夜で書いたりして
間に合わせましたが、１日遅れたために 10 万円ほどの
速記料をもらえなかった仲間もいました。
　ワイズは原稿料も払いませんから、締切りはそれほど
厳しくはありません。しかし、編集担当者は締切日を起点
に発行までの作業工程を組み、準備をしているのです。
遅れれば日程が狂い、作業も進みません。当然、催促な
ど気の進まない作業もせざるを得ません。
　とはいえ、原稿さえ集まればそれで万事終わりではあ
りません。せっかく皆さんが心を込めて書かれた原稿で
す。一字一句に目を通し、その方の思いが読んだ人に
伝わるように、との思いでチェックをさせていただきます。
自然、踏み込んだ校閲をし、不本意ながらプライドを傷
つけてしまうことも起こります。申し訳ないとは思いながら、
つい余計なお世話をやくのが私の性なのかもしれませ
ん。でも、みんなに好かれようとは思いません。少し「うる
さいやつだ」と思われるぐらいが、ちょうどよいかもしれま
せん。
　で、結局この 1 年、やっぱり「催促の三牧」を復活させ
ます。うるさいぐらいでいいと割り切ります。前任者の三
浦克文委員長（岡山）のような、心の広い、できた人間に
はなれそうにありません。ご覚悟を！

は出席させていただくことになりました。
　組織検討・安全対策委員会は「区の活性化と危機
管理のための施策を整備し、区役員会もしくは常任役
員会に提案することを目的とする。」（同委員会規則第２
条）と規定されており、大変重要な役割を担います。
　今年３月に行われた遠藤通寛理事期の第３回役員
会で、組織検討・安全対策委員会より西日本区定款細
則の変更等、数多くの条文の改正を提言し、役員会の
審議を経て、今年度よりその多くが適用されることになり
ました。したがって、そのフォローをすることと、継続して
検討すべき課題や、新年度役員会で新たに取り上げら
れる課題について、今後も取り組んでいきたい。西日本
区役員の皆様のご支援・ご協力を得ながら、西日本区
の体制がより良い方向に向かって行けるよう尽力したい
と思います。
　今年 1 年間どうぞよろしくお願いいたします。
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　もう一人の新委員は、岩本芳久ワイズ（熊本ひがし）です。
ミッションスクールに在籍する息子さんの影響を受けて大
江教会に通うようになり洗礼を受けたクリスチャンです。熊
本ひがしクラブ会長の重責を担う若手？のホープです。
　今期の目標は、次期役員研修会や次期会長・主査研
修会でのキリスト教理解講座の充実、研修会や役員会で
の礼拝の企画、理事通信での今月の聖句の継続の他に、
西日本区ＨＰにクリスチャニティー委員会のボックスを創る
準備をしたいと思っています。
　ボックスには、クリスチャニティー委員会の歴史のほか、
メンバー紹介、キリスト教関連行事の解説、これまでの「今
月の聖句」や「クリスチャニティー委員会アンケート」など
を入れて、いつでも訪問していただけるようにしたいと思
います。ワイズの皆様からの希望を生かしていきたいと思
います。
　クリスチャニティー委員会には、ノンクリスチャンのワイズ
もおられます。クリスチャン、ノンクリスチャンは問いません。
もし委員になってみたい方がおられましたら、私かメンバー
までお知らせください。

　2016‐2017 年度クリスチャニティー委員会メンバーは以
下の 11 名です。よろしくお願いいたします。
委員長	田上　　正（熊本むさし）
委　員	西村　　清（名古屋）
委　員	高田　敏尚（京都）
委　員	永井　康雅（和歌山紀の川）
委　員	江見　淑子（大阪なかのしま）
委　員	大田　厚三郎（神戸西）
委　員	藤井　久子（神戸学園都市）
委　員	三浦　克文（岡山）
委　員	益国　隆人（広島）
委　員	岩本　芳久（熊本ひがし）
チャプレン　立野　泰博（熊本ジェーンズ　日本福音
			    ルーテル大江教会）

さあ西日本区２０年目の
スタートです

ヒストリアン　大槻　信二　
（京都センチュリー）

　1922 年、ワイズメンズクラブ国際協会が発足しました。
日本では 1928 年に大阪クラブが国際認証を受け日本
でのワイズメン運動がスタートしました。
　その後、日本区として長く歩んできましたが、1997 年 7
月、東西副区から、正式にワイズメンズクラブ国際協会
西日本区がスタートしました。西日本区が 20 年目を迎え
た今期、一言で 20 年とは言え、この間には、多くの歴史
が積み上げられて来ました。
　これからの１年間の西日本区の動き、働きも間違いなく
その歴史となって行きます。
　ヒストリアンとしては、今までと同じく、この１年間の区の
動きを漏れる事無く、歴史に紡いで行くことを使命と考え
ています。
　因みに、西日本区では、ワイズメンズクラブ国際協会
発足から100 年、西日本区スタートから25 周年にあた
る2022 年には、「西日本区 25 年の歩み」（仮称）として、
記念記録誌の発刊を予定しています。
　勿論、これはヒストリアン一人で出来ることではありま
せん。そろそろ、西日本区内に、25 周年記念誌編纂委
員会を立ち上げる時期が来ている様に思います。岩本
悟理事を筆頭に役員の皆様と共に、今期中に方向性を
確立したいと考えています。
　役員の皆様だけでは無く、総ての皆様のお働きが西
日本区の歴史へと繋がっています。それらを編纂する為
には、多くの皆様のお力を結集しなければなりません。今
後、ご依頼を差し上げた時には、どうぞご協力の程、宜し
くお願い致します。

トラベルコーディネーターっ
てどんな事するの？

	 　　トラベルコーディネーター　
　石田　由美子（宝塚）

　2015 年７月、遠藤通寛西日本区理事期からこのお役
目を担当して来た中で最も多い質問が「トラベルコーディ
ネーター（TC）ってどんな事するの？」と言うものでした。
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　ワイズメンズクラブ国際協会は、アフリカ、アジア、カ
ナダ・カリブ諸国、ヨーロッパ、インド、韓国、ラテンアメリ
カ、南太平洋、アメリカ合衆国の９エリア（本年度８月か
ら南太平洋エリアとアジアエリアが合併し８エリア）か
ら成る国際的奉仕団体であり、世界中で 1,613 クラブ
28,549 名（2015.２.１現在）が様々な奉仕事業や活

ワイズメンズワールドを読ん
でワイズになろう ！

ワイズメンズワールド翻訳編集委員長
	 　　　谷本　秀康（東広島）

　ロースターのトラベルコーディネーター服務規則第２条
によれば、「国際または理事が認める公式ビジターの西
日本区滞在にあたり、友愛をもって必要な連絡調整およ
び援助することを目的とする。」と記載されています。
　よく知られているのが BF 代表の西日本区訪問です。
時期としては、西日本区大会および東日本区大会出席
を目的としている関係で６月になっています。2015 年、
2016 年の大会にはBF 代表の出席はありませんでした。
　国際から東西日本区理事を通して BF 代表の詳細
が入ると、東日本区 TCと相談しながら、それぞれの区
内の予定と事前に出されている要望とを照らし合わせ
ながら行程を組んで行きます。今迄関わった先輩達に
伺うと、ホームステイを引き受けて頂く部・クラブを探し、交
渉するのが一番労力のいる部分との事で、実際はキャ
ンセルになりましたが、遠藤理事期最後の方に BF 代
表の滞在中の手配を経験して実感しました。
　文化、国民性、経済状態など違いは多々様々で大変
な仕事ですが、ワイズメンズクラブは国際団体であると言
う大きな特徴を感じ、楽しさを味わえる役目である事は間
違いありません。実際、国際 TC、アジア TCとメールをや
り取りしているとそれを感じます。
　２年前、高瀬稔彦西日本区理事期の西日本区大会

（岩国市）のときにはロシアからチャーミングな歯科の女
医さんが来日し、それがご縁で広島クラブとエカテリンブ
ルク－１クラブはＩＢＣとなりました。
　このようなクラブ間の持続的な交流が出来てＩＢＣとな
りワイズの楽しさを実感出来るきっかけが提供出来るよ
うに、TC は心からのおもてなしに努めたいと思います。
　これが標題の質問への回答です。各部部長のみなさ
ま、どうぞご協力をよろしくお願いします。

動を展開しています。
　“Y’s Men’s World”『ワイズメンズワールド』 （YMW）
は、ジュネーブの国際本部が発行する公式機関紙で、
国際会長や国際書記からのメッセージに加えて、世界
各地のワイズメンズクラブが取り組んでいる事業や活
動の中で特に注目すべきものを掲載しています。自分が
所属する部や区の事業内容や活動を知ることはそれ
ほど困難ではありませんが、世界的に見てワイズの事
業や活動がどれほど多種多様であるかを知ることは容
易ではありません。世界各国から寄せられた活動報告
には、国は違っても「強い義務感を持とう　義務はすべ
ての権利に伴う」をモットーに、それぞれのクラブのメン
バーが一丸となって地域に根ざした奉仕活動や国境
を越えた奉仕活動に献身的に取り組んでいる様子が
生き生きと描かれています。
　ワイズメンズクラブ国際協会の事業が多岐に亘って
いるのは、９エリアに属する国々の社会的・地域的ニー
ズが多岐に亘っているからに他なりません。その意味で

『ワイズメンズワールド』は、我々が生きている世界の多
様性を知るまたとない情報源なのです。ご一読いただ
ければ、改めて我々の属する組織がどれほど素晴らし
い国際的奉仕団体であるかを再認識することができる
でしょう。
　オリジナル版 YMW の記事は全て英語で書かれて
おり、日本語への翻訳作業を経て皆様の目に触れるこ
とになります。日本語版 YMW は翻訳編集委員会のメ
ンバーである東西日本区の英語が堪能な有志の方々
の献身的な努力の賜物です。しかしながら、委員会のメ
ンバーにも高齢化の波がひたひたと押し寄せており、若
返りが求められています。ワイズメンズクラブ全体の若返
りが不可欠であるのと同様に、翻訳作業を担う有能な
若い人材を発掘することが大きな課題です。
　一昨年度は英語版が発行されなかった為、委員会と
しての仕事はありませんでしたが、その反動？で昨年度
は実に第４号まで発刊されました。第１号、第２号は全
文が翻訳され、西日本区のホームページでご覧になれ
ます。第３号、第４号の翻訳は現在進行形です。乞うご
期待！
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絆を糧に

理事事務局長 　水元　裕二　
（熊本にし）

　今期、西日本区理事事務局長を拝命いたしました。
　「ワイズ魂で　更なるワイズの活性化を！」を掲げる「熱
男」岩本悟西日本区理事を支えるべく、気持ちも新たに
ワイズ運動発展のために事務局員一丸となって働こうと
いう気概に燃えています。
　理事事務局の業務としては、区事務所や国際とのス
ムーズな連絡、迅速かつ正確な情報提供、各種届出の
正確な処理を心がけて参ります。
　また、毎月発行される「理事通信」により、理事や事業
主任様の想いを皆様にご理解いただき、さらに個々のメ
ンバーのお働きを分りやすく伝えていけるよう、紙面を工
夫し読みやすい形でお届けしようと思っております。皆様、
お気軽にご寄稿いただきますようお願いいたします。
　私自身はワイズ歴９年目で、区の役職は初めてですの
で、大役が務まるか不安もありますが、入佐孝三、佐藤
通彦、前田香代子、平山俊生のベテランワイズ４名が事

西日本区に新しい特別
委員会が設置されました

財政問題等検討特別委員長　
濱田　勉（奈良）  

　財政問題等検討特別委員会は、今年度より新たに
設けられました。
　西日本区の財政問題や、事務所移転に関する事項
等、財政に関わる全ての諸問題について期限（2～３年）
を定めて検討する特別委員会です。
　財政に関わる全ての諸問題（課題）といえば、かなり
広範囲にわたりますが、関連する常置委員会や理事、
理事キャビネット、西日本区役員の方々、そして多くのワ
イズメン・ワイズウィメンのご意見、ご助言を受けながら
検討を進めていきたいと考えています。
　諸問題ととらえればネガティブな感じですが、課題解
決に対しボジティブにとらえ、ピンチをチャンスにする発

想思考で検討を進め、会員増強（ＥＭＣ）がうまく行け
ば全て解決というだけの結論とならないよう、多方面か
らも検討する必要があります。
　たとえば税法上の優遇措置に関する事として、「ワイ
ズもたくさんの寄附を集めますが、各クラブを社員として
ＮＰＯ法人格を取得し、その後、要件を満たして認定Ｎ
ＰＯ法人となり税法上の優遇措置（税額控除）を受け
ることは可能か？ 公益財団法人格は無理か？」等々、
ハードルは高いですが、法人格取得は可能なのか？ ま
たその場合のメリット・デメリット等も検討する（深くではな
く、浅くですが）ことも考えています。
　当委員会のメンバーは、遠藤通寛（大阪泉北）、田中
雅博（京都キャピタル）、三牧勉（大阪茨木）、渡辺真悟（名
古屋）の各ワイズに就任して頂きました。
　皆さま方からも「こうあるべき」「ここが気になる」「こ
んな事は…」等のご助言やご意見を頂きますよう、よろし
くお願いいたします。

務局員としてお手伝いいただくことになり心強い限りで
す。各自の賜物を生かしながら、協力して業務を進めら
れればと考えております。
　ここで紙面をお借りして一言お礼を申し上げます。4 月
14 日、16 日に発生した熊本地震の際に、自らが大きな
被害を受けられた五嶋義行九州部直前部長（阿蘇）に
代わり九州部の義援金口座を開設しましたところ、東西
日本区のみならず韓国、台湾のワイズメンからも多額の
義援金をいただきました。お陰様で理事キャビネットの最
初の仕事として、岩本理事を先頭に発災当初から熊本
YMCAとともに被災者の支援活動を開始することがで
き、今期の宮﨑隆二九州部部長に無事引き継ぐことが
できました。遠藤通寛直前理事を始め、皆様から寄せら
れた励ましと温かいお心遣いに心よりお礼申し上げます。
　新しい期をスタートする前に大災害に見舞われ、熊本
の復旧・復興という大きな課題も背負いましたが、反面、
家族や地域、さらにはワイズメン仲間の皆様との絆を再
確認するという得がたい体験もしました。めげることなく、
むしろ与えられた課題を楽しむような気持ちで頑張る所
存です。
　これからの一年間、宜しくお願い申し上げます。
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西日本区事務所及び理事事務局の業務等比較
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開催日時：2016 年 4 月9 日（土）15：38 ～16：40
　　　　　　　　　 10 日（日）9：00 ～11：00
開催場所：ホテルクライトン新大阪
出席者（敬称略）
　議決権役員 19 人中19人出席 １名代理出席
＜常任役員＞理事　岩本　悟、次期理事大野　勉、
　書記　亀浦正行、会計　森　律子
＜部　　長＞中部　川口　恵、びわこ部　宮本年博、
　京都部　廣井武司、阪和部　生駒義範、
　中西部　西野陽一、六甲部　長井慎吾、
　瀬戸山陰部　中野　浩、西中国部　佐竹早苗、
　九州部書記　加藤国博（代理出席）
＜事業主任＞Ｙサ・ユース　堤　弘雄、
　地域奉仕・環境　福島貴志、ＥＭＣ　山藤　哉、
　国際・交流  森田美都子、メネット　亀浦尚子
＜監　　事＞財政　高瀬稔彦
＜常置委員会委員長＞JWF 管理委員会　高瀬稔彦、
　広報・情報委員会　加藤信一（１日目のみ）、
　元理事　森本榮三（２日目のみ）
＜理事事務局＞事務局長　水元裕二、
　事務局員　入佐孝三、平山俊生
＜区事務所＞所長　長尾　亘、生雲文枝
＜連絡主事＞日本 YMCA 同盟　有田征彦
欠席者（敬称略）　1 名
　九州部部長　宮﨑隆二

《第 1日目》
司会　書記　亀浦正行
1. 岩本理事挨拶
2. 会議出席者と会議成立確認、議決権の確認、議事進
　行の要領と方法説明　　　　　　　亀浦正行書記
〈阪和部部長報告〉 生駒義範（２日目欠席の為）
　部会：9月４日　会費 4,000 円
　今後のワイズ・YMCAの方向付けを検討する。メーリ
ングリストにより各部の悩み・問題点を共有。和歌山県
下田辺に新クラブ設立を目指す。
〈議案審議〉
議長　理事　岩本　悟
司会　書記　亀浦正行
第１号議案　2016 −2017 年度西日本区役員会等の日
　程の件

　議案 提案者　書記　亀浦正行　　　　　　　承認
第２号議案　2016-2017 度西日本区事業委員会・常置
　委員会･専任委員の委員長・委員選任の件
　議案提案者　理事　岩本　悟　　　　　　　 承認
第３号議案　2016-2017 年度ロースターの発行部数等　
　の承認を求める件

議案提案者　書記　亀浦正行
　発行部数を1,650 部とし、印刷費用は１部 1,728 円、
　販売価格は１部 1,900 円とする。　　　　　　 承認
第４号議案　2016-2017 年度交通費支給基準の件

議案提案者　会計　森　律子
　従来通りの 70％支給とする。　　　　　　　　承認
第５号議案　2016-2017 年度西日本区会計予算案及び
　事業費収支予算案承認の件

議案提案者　会計　森　律子
翌日継続審議

協議事項
第３号協議　広報・情報委員会の役割と活動について

提案者　理事　岩本悟
※加藤信一広報・情報委員会委員長２日目欠席の為、繰
上げて協議
広報・情報委員会の役割を今一度認識するとともに、意
見が欲しい。
加藤委員長　区の HP が一新された。事業主任通信、
部会の資料等もPDF や Word で up 可。PR や upした
い情報は、写真などは相手の了承を得た上で、理事事務
局を通して広報・情報委員会へ提出を。ユースの情報も
ユース自らあげてもらうシステムを作る予定。クラブの活
性化、部の活性化のため、情報委員会の有効活用をお
願いしたい。

《第 2 日目》
〈事業活動報告〉
Ｙサ・ユース事業　主任　堤　弘雄　
　ユースに経験・体験の場を作っていただきたい。各ク
ラブ・部が支えるYMCA がどのようなことをしているか
を把握し、それらの情報を提供したい。各ＹＭＣＡが行っ
ている活動・事業へYMCAやワイズメンズクラブの将来
を見据えた種まきのつもりで、資金面でも各クラブが支
援してほしい。
地域奉仕・環境事業　主任　福島貴志　

西日本区第１回準備役員会議事録
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　クラブによっては、CS 献金などのお金を出さなくては
いけないということが足かせになり衰退していくところも
あるように思われるので、地域奉仕・環境事業への理解
促進（特に会長に）をはかる必要があると感じている。
CS、TOF、ロールバックマラリアなどの献金の使途につ
いての理解を進めたい。
ＥＭＣ事業　主任　山藤　哉　
　200名増員、新クラブ５クラブ設立を目標にご協力を。
各部とも期首にできるだけ早くEMC シンポジウムを開
催してほしい。メンバー増員・ドロップアウト防止対策を
皆さんと考えたい。
国際・交流事業　主任　森田美都子　
　国際をできるだけ身にしみて感じていただくような活
動をしたい。各部ごとに期首早期に事業委員会を開催し
てほしい。まず部長・主査さんは（DBC、IBC の）実態
把握を。YEEP、STEPも人材発掘という視点で意識し
ていただきたい。BF代表を受けるだけでなく出したい。
台湾の国際大会で IBC 締結（京都キャピタルクラブと
台湾アルファクラブ）予定。DBC は大阪高槻クラブと千
葉クラブが次期に締結決定。
メネット事業　主任　亀浦尚子　
　国内事業「えすぺらんさ」の環境整備内容（予算に合
わせた）を福岡 YMCA 森本氏、えすぺらんさ小田代表
と協議中である。支援金は 150 万円の予定。メネット主
査研修会を、７/23に福岡えすぺらんさで開催予定。メネッ
ト事業委員会でファンドを選定中。支援先はえすぺらん
さではあるが、国内プロジェクトの趣旨は不登校・引きこ
もりの子供たちへの理解が第一義である。
岩本悟理事コメント
　事業主任が主査に連絡する際は CC で部長へも連絡
を。事業主査研修会はできれば、部会と連動してもよい
が早めに開催が望ましい。
〈部活動報告〉
中部　部長　川口　恵　
部会：８月28 日（日）12：30 ～16：30 予定
メネットアワー11：00 ～
　９月24日 名古屋 YMCA 大会にて YYYフォーラム
　11 月26日 第２回評議会時に EMC シンポジウム
来期はＡＹＣに派遣できるようにしたい ｡
びわこ部　部長　宮本年博
　彦根クラブの IBC 締結　Y's Men’s World に掲載。
彦根YMCA会館（滋賀YMCA）閉鎖のため彦根クラブ、
彦根シャトークラブの事務所移転

部会：10月８日　乗船の都合上 200 名限定。
７月３日　滋賀 YMCAキャンプ場で Work（草刈り、テ
ント設営）
京都部　部長　廣井武司
　部会：９月11日　新クラブのチャーターナイト開催。
　次期会長、事業主査のうち２名がガンに罹患。
中西部　部長　西野陽一　
　次期会長・主査研修会で次期会長・主査に方針・活
動計画を提出してもらい全員で共有した。「ワイズの森づ
くり・ウナギの森植林活動」が中西部の大事業になる。
部会：９月３日　神峯山寺近藤住職の講演
７月メネット引継ぎ会、11 月 YYYフォーラム、EMC シ
ンポジウム：未定　
六甲部　部長　長井慎吾　
２クラブが消滅の危機、次期大野勉理事期の部長未定。
部会：11 月12 日　ラッセホール
現存８クラブの事情を把握して結束を固め、活性化を図
る。
瀬戸山陰部　部長　中野　浩　
　「存続」がキーワード　メンバー101人（2008 年1月）
→ 66人（2016 年 1 月）
EMC シンポジウム：7月18 日の評議会で開催。
部会・メネットアワー：10 月15日（土）ハンセン病患者さ
んの講話
西中国部　部長　佐竹早苗　
　１月30 日に次期役員研修会開催、３月の次期会長・
主査研会で意見交換。７月２日　EMC シンポ、YYY
フォーラム開催。
部会：10月29日（土）岩国みなみ５周年、メネットアワー。 
呉クラブの発展的解消によるエクステンションは延期。
広島クラブの子クラブを考慮中。
九州部　書記　加藤国博（宮﨑隆二九州部部長代理）
部会：10月２日
周年例会：北九州 60 周年９月24日、熊本ジェーンズ
30周年11月12日、熊本むさし20周年2017年1月７日、
YMCA 水前寺幼稚園を基盤に新クラブ設立予定。
九州部チャリティーバトン：年余にわたる継続事業を図
る。福岡・鹿児島・熊本チャリティーラン、宮崎チャリティー
ゴルフ。
〈議案審議〉
第５号議案　審議再開
　結果：予算案を修正し、第２回準備役員会に提出
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〈協議事項〉
第１号協議　事業主任招聘プログラムの旅費等に係る
　部・クラブの負担配慮のお願い

提案者　書記　亀浦正行
　事業主任招聘プログラム、特にＹサ・ユース事業のYY
（Y）フォーラム、EMC 事業の EMC シンポジウムの両
プログラムは、全９部で開催されるが、新幹線利用が必
要な開催地の場合、担当事業主任の旅費交通費につい
て、開催地の部やクラブによるご負担にご配慮をお願い
したい。
第２号協議　西日本区理事及び役員の出席プログラム
　との日程調整等につき配慮のお願い

提案者　書記　亀浦正行
1. 各部・クラブの事業や例会等に理事や役員を招待さ
　れる場合、区の役員会等日程を十分にご確認ください
（年間予定表の参照）。
2. 事業や例会等の計画時には、書記へ候補日を早くお
　知らせください。他の部やクラブが計画された予定日
　との調整ができるよう、日程には余裕を持ってください。
Q：事業主査の交通費まで補助があるのか？
A：事業主任主査研修会に限り補助がある。

理事事務局からの連絡・報告・依頼事項
理事事務局長　水元裕二

西日本区第２回準備役員会議事録

開催日時：2016 年６ 月25日（土）　9：00 ～10：00
会場：ツイン 21MD タワー４F　第４会議室
出席者 ( 敬称略 )
　議決権役員 19人中18 人出席 (1 名代理出席 )
＜常任役員＞理事　岩本　悟、書記　亀浦正行、
　会計　森　律子、次期理事　大野　勉
＜部　長＞　中部部長　川口　恵、
　びわこ部部長　宮本年博、京都部部長　廣井武司、
　阪和部部長　生駒義範、六甲部部長　長井慎吾、
　瀬戸山陰部部長　中野　浩、
　西中国部部長　佐竹早苗、九州部部長　宮﨑隆二、
　中西部部長代理　栗田達夫（部次期会計）
＜事業主任＞Ｙサ・ユース事業主任　堤　弘雄（遅参）、
　地域奉仕・環境事業主任　福島貴志、
　ＥＭＣ事業主任　山藤　哉、
　国際・交流事業主任　　森田美都子、
　メネット事業主任　亀浦尚子
＜監事＞財政　高瀬稔彦
＜常置委員会委員長＞ＪＷＦ管理委員会　森本榮三
＜理事事務局＞事務局長　水元裕二
　事務局員　入佐孝三、平山俊生、前田香代子
＜オブザーバー＞次期西日本区会計　桑野友子
　欠席　中西部部長　西野陽一　

開会宣言　　　　　　　　　　　　理事　岩本　悟
ワイズソング斉唱
開会挨拶　　　　　　　　　　　　理事　岩本　悟
　私も命を懸けて頑張るので、皆さんもワイズ発展のた

めにご尽力いただきたい。有難いことに、元ＹＭＣＡ同
盟総主事の山田公平さんからＹＭＣＡ関係者をワイズに
紹介する仕組みを作りたいという申し出があり、元理事
の森田恵三さんもワイズ発展のために再度頑張りたいと
いう温かい励ましをいただいた。フォローの風が吹き出し
ている。
　会長・主査研修会をホテル経費高騰のため会場を六
甲山ＹＭＣＡに変更したい。11 月の第２回役員会に修正
予算を提出する。2017 年２月４日、５日に 20 周年の東西
日本区交流会を東山荘で開催する。
〈議案審議〉
議長　理事　岩本　悟
司会　書記　亀浦正行
出席者と会議成立の確認、議決権の確認
書記　亀浦正行
第１号議案　第 1 回準備役員会議事録承認の件

議案提案者　書記　亀浦正行  　　　　　　　承認
第２号議案　2016−2017 年度西日本区事業委員会・常
　置委員会・専任委員の委員長・委員選任の件

議案提案者　理事　岩本　悟
　第 1 回準備役員会以降に、新たに財政問題等検討特
別委員会の設置、ならびに各種委員の一部変更があっ
たため。　　　　　　　　　　　　　　　　　  承認
第３号議案　2016-2017 年度西日本区会計予算案及び
　事業費収支予算案承認の件

議案提案者　会計　森　律子　　　　　　　 承認
第４号議案　第 21 回西日本区大会開催日程及び会場
　について
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提案者　次期理事　大野　勉
前夜祭　2018 年６月８日( 金 ) 北野ガーデン（予定）
大会第１日目　６月９日( 土 ) ＡＮＡクラウンプラザホテ
ル神戸
大会第２日目　６月10 日( 土 ) ＡＮＡクラウンプラザホ
テル神戸　
承認

〈報告・連絡事項〉	 理事事務局長　水元裕二
第 20 回西日本区大会アピール　
実行委員長　入佐孝三
〈監事講評〉		  財政監事　高瀬稔彦
１．年 4 回の区役員会を補完するものとして常任役員会

が開催され重要な決定がなされるケースが増えている
が、財政問題等検討特別委員会の中身については、逐
次各部の利益を代弁する部長様に情報公開していただ
き、拙速に物事を進めることのないように部長様が在席
されている場で協議を進めていただきたい。
２．ブログの利用については生の情報を共有して円滑に
運営していくという試みには賛成だが、西日本区のＨＰ
を含めた広報・情報委員会との協働、連携をとってほし
い。
熊本地震支援へのお礼と現状報告
九州部部長　宮﨑隆二
ＹＭＣＡの歌斉唱
閉会挨拶　　　　　　　　　　  理事　岩本　悟

編 集 後 記

【区報編集委員会】
委員長　三牧　　勉（大阪茨木）	 委　員　蔵知　　武（岡　　山）　　委　員　井之上 温代（滋賀蒲生野）
委　員　亀浦　正行（熊本にし）		 委　員　水元　裕二（熊本にし）

　オリンピックの熱さは大歓迎だが、今夏の暑さはご勘弁――といった中で区報第１号の完成です。
　締切後に原稿催促をしたのは４件、しかも１回のみ。思いがけない？結果に「催促の三牧」も拍子抜け。ともあれ、
ご協力に感謝します。表紙は熊本地震に思いを込めた藏知 武委員のデザインで、記事もそれぞれが思いを訴え
るものだと確信します。英和・和英翻訳の谷本秀康ワイズにも感謝です。
　願わくはワイズの皆さんに読まれること、それこそが編集・発行者の願いです。　　　　　　　　　　（三牧）

2016 年 7 月16 日　第 1 回役員会
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部 ク ラ ブ 名 増減 部 ク ラ ブ 名 増減
金　　　　　沢 0 

2 
2 
0 

－2 
1 

－1 
0 
2 

－1 
0 

－1 
－8 
3 

－1 
－8 
－2 
0 

－3 
1 
0 

－3 
0 

－2 
1 
0 
0 

－7 
0 

－7 
－1 
－3 
1 
1 

－24 
－1 
0 
2 
0 

－1 
－1 
0 
2 
1 

大　　　　　阪 －4 
2 
0 
0 
3 
1 

－1 
－1 
2 
2 

－2 
1 

－2 
1 

－2 
0 
0 
0 
－4 
0 
0 

－2 
－1 
0 
－3 
－1 
3 

－2 
0 
1 

－1 
0 
0 

－1 
2 

－3 
1 
0 
0 
0 

－1 
3 
0 
1 

－3 
－1 
0 
－2 
－36 

名　　古　　屋 大 阪 土 佐 堀
名 古 屋 東 海 大　阪　千　里
名 古 屋 南 山 大　阪　高　槻中 　 部
四　　日　　市 中 西 部 大阪センテニアル

　　
大　　阪　　西名古屋グランパス
大　阪　茨　木津
大阪セントラル金　沢　犀　川
大阪なかのしま小　計 8

小　計 9近　江　八　幡
神　　　　　戸彦　　　　　根
西　　　　　宮彦根シャトー
神　　戸　　西びわこ部 長　　　　　浜

六 甲 部
神 戸 ポ ー ト草　　　　　津
宝　　　　　塚滋 賀 蒲 生 野
さ　　ん　　だ
神戸学園都市

小　計 6

芦　　　　　屋
京　　　　 都

小　計 8
福　　知　　山

姫　　　　　路
京 都 パ レ ス

岡　　　　　山
京都ウエスト

瀬 　 戸 鳥　　　　　取
京都めいぷる

山 陰 部京都キャピタル
姫路グローバル京都プリンス
米　　　　　子京都センチュリー

小　計 5
京 都 部

京都ウイング
広　　　　　島京　都　洛　中
福　　　　　山京都エイブル

西中国部
呉京都グローバル

東　　広　　島

岩 国 み な み

京 都 み や び
岩　　　　　国

小　計 6

京都トップス

長　　　　　崎

京都トゥービー

熊　　　　　本

京　都　東　稜

北　　九　　州

京 都 ウ エ ル

福　岡　中　央
小　計 18

熊本ジェーンズ
和　　歌　　山

九 州 部

八　　　　　代

阿　　　　　蘇

奈　　　　　良

鹿　　児　　島
大 阪 サ ウ ス

阪 和 部
大　　阪　　堺

熊 本 む さ し大　阪　河　内
熊 本 み な み大　阪　長　野
宮　　　　　崎大　阪　泉　北
熊 本 ひ が し

熊 本 ヤ ン グ
熊本スピリット

熊　本　に　し

和歌山紀の川

小　計 15
合　計 83

小　計 8

西 日 本 区 現 勢
2016年7月1日現在

注1　会員数には連絡主事を含み、特別メネットを除く　　
注2　増減は前年度7月1日との比較

2015.7.1
10
22
17
9
14
13
5
5
95
19
10
27
37
10
13
116
33
8
63
32
25
41
16
11
44
16
14
58
11
56
33
15
7
22
505
20
23
22
10
17
6
18
16
132

2015.7.1
18
19
4
18
18
17
15
9
17
135
21
22
12
19
21
8
15
17
135
9
22
13
12
11
67
23
4
13
7
9
18
74
5
28
10
17
33
7
13
21
22
10
27
19
27
12
20
271
1,530

2016.1.1
10
24
18
9
15
14
4
5
99
20
10
27
38
13
13
121
32
8
61
32
25
40
16
11
45
16
14
54
11
52
32
14
7
19
489
21
23
24
11
18
5
18
16
136

2016.1.1
17
20
4
18
19
17
15
8
19
137
21
22
12
20
20
8
15
17
135
9
22
13
11
11
66
24
5
12
7
8
18
74
5
27
10
16
32
8
13
21
21
11
28
21
29
11
20
273
1,530

2016.7.1
10 
24 
19 
9 
12 
14 
4 
5 
97 
18 
10 
26 
29 
13 
12 
108 
31 
8 
60 
33 
25 
38 
16 
9 
45 
16 
14 
51 
11 
49 
32 
12 
8 
23 
481 
19 
23 
24 
10 
16 
5 
18 
18 
133 

2016.7.1
14 
21 
4 
18 
21 
18 
14 
8 
19 
137 
19 
23 
10 
20 
19 
8 
15 
17 
131 
9 
22 
11 
11 
11 
64 
22 
7 
11 
7 
10 
17 
74 
5 
27 
12 
14 
34 
7 
13 
21 
21 
13 
27 
20 
24 
11 
20 
269 
1,494 

京 都 Z E R O
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